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第１章　振られた傷を癒やしましょう












「真由まゆ、ごめん。俺、他に好きな人ができた」

　学生時代から付き合っている恋人、斉木さいき史哉ふみやと会えたのは、約一ヶ月ぶり。

　久々のデートなのに神妙な顔をしているなと思っていたら、会って一時間も経たないうちに、申し訳なさそうな表情でそう告げられてしまった。

　とても雰囲気のいい居酒屋の、カップルシートでのことである。

「……え？」

「だから、真由とは別れたい」

　正直、予感はあった。お互いが社会人になってからは彼の仕事が多忙で平日に会う機会はほとんどなく、休日のデートも、秋頃から彼に断られることが多くなっていた。

　ああ、彼は私との時間を大事にするつもりがなくなっているな。だけど彼も新入社員だし、覚えなきゃいけないことがたくさんある。だからきっと、今は私に構っている余裕がないだけで、いずれ仕事に慣れてきたら変わるよね。

　……なんて悠長に考えていた。でも、待ってみたところで彼の態度は変わらなかった。

　三月。別々の会社だけれど、私も彼も入社からもうすぐ一年。

　私は、会社の寮から出なければいけなくなるこのタイミングで、同棲の提案をするつもりだった。

　今後ますます会える機会が少なくなりそうだから、いっそのこと一緒に住まない？　史哉はもともと独り暮らしだけれど、ふたりで家賃を出し合えばもっと条件のいいところに住めるし、家事も分担できる。私としても、都外の実家に戻るより都心寄りのどこかに住みたいなって思ってるんだ。

　……と。

　だから今日は、新調したフレアスカートを穿いて、いつもより丁寧にメイクを施し、いい香りのするヘアムースで髪を整え、気合いを入れるときにだけ使うお高い香水をまとった。ヘアサロンに行ったのはおとといだ。今日久々に会えることが決まってすぐに予約した。

　少しでも綺麗になったと思われたかった。こんな彼女となら同棲してもいいなと思ってもらいたかった。

　だけど全部無意味だった。史哉はもう私を見ていない。

　私はずっと好きだった。これからも共に仲よく思い出を作っていくつもりだった。けれど、史哉は別の女性との未来を描いている。

　悲しくて悔しくて、同棲なんて考えていた自分が惨めで、鼻の奥がツンと痛む。みるみる目に涙が溜まり、すぐに溢れてほろほろ頬を伝った。時間をかけたメイクが台無しだ。

　乾杯してひと口飲んだだけのスパークリングワインの酸味が、やけに沁みる。

　私が泣きだすと、史哉はなぜか心底驚いたように目を見開いた。

「どうしてそんな顔するの？」

　私が鼻声で尋ねると、彼は丸い目のまま答えた。

「まさか、泣かれるとは思わなくて……」

「泣くよ。こんなの、泣くに決まってるじゃん。突然彼氏に振られたんだよ？」

　近くの席のカップル客たちが、切羽詰まった私たちの様子に気づいてチラチラ見ている。恥ずかしいけれど、涙は思うようには止められない。

　史哉はグスグス泣く私に戸惑いながら、とどめのように告げた。

「だって真由、俺のことそんなに好きじゃなかっただろ」

「……は？」

「俺さ、ずっと真由にコンプレックス感じてたんだ」






　藤崎ふじさき真由。二十三歳。

　国内最大手の電気機器メーカーである大東だいとう産業さんぎょう株式会社、通称ＤＴＩに勤務する会社員だ。

　我が社は一般家庭の家電製品やオフィス機器はもちろん、小型の部品製造や企業のＩＣＴ（Information and Communication Technology）まで幅広く手がけている。私は本社のビジネスソリューション部ビジネスソリューション３課（通称ＢＳ３）の所属。多数の民間企業をクライアントに持ち、ＩＣＴソリューションを提供する部署だ。私はそこで営業アシスタントを務めている。

　入社当時はショートボブだった髪をミディアムまで伸ばし、ウェーブをかけたのは冬が来た頃だ。

　新しい髪型は史哉にも好評だった。「かわいい。似合う」と褒められた記憶はまだ新しい。

　好きな人ができたと言っていたが、心変わりはいつからだろう。

　かわいいと言ってくれたあのときはどうだったの？

　知りたかったけれど、しつこく縋るのはみっともない気がして、尋ねはしなかった。

　学生時代から続いた私の恋は、三度目の桜を待たずに終わってしまった。






　史哉が帰ってしまったので、私はひとりで食事をすることにした。

　周りは幸せそうなカップルばかりだし、明らかに泣き顔の女がカップルシートでひとり飯だなんて、振られましたと言いふらしているも同然だ。恥ずかしいけれど、せっかく来たかった店に来られたのに飲み物だけで帰るのは憚られる。

　状況を察して気まずそうに笑顔を引きつらせた店員に、食べたいものをひと通り注文した。料理は徐々に届き、酒を飲みながらそれを黙々と食す。

　二杯目のグラスを空けたとき。

「あれ、藤崎さん？」

　聞き覚えのある声に呼ばれ、顔を上げた。女性を連れた長身の美青年が、驚いた顔で私を見ている。

　彼が誰であるか認識した瞬間、私の体は条件反射で立ち上がった。

「渡瀬わたせさん！」

　ＢＳ３のクライアントである株式会社ライフワンの社員……端的に表現するなら取引先の人だ。フルネームはたしか、渡瀬睦実むつみだったと記憶している。

　形のいい黒のピーコートにベージュのチノパンというシンプルかつ綺麗めな装い。プライベートでは付き合いがないのだから当然だけれど、スーツを着ている彼しか見たことがなかった。髪型もビジネスで会うのとはセットの仕方が違うし、雰囲気が違って新鮮だ。

「こんなところで、奇遇ですね」

「ええ……本当に」

　おひとりですか？　とは尋ねてこないが、彼とて私の状況は察しているだろう。連れの女性が気まずそうに会釈をしてくれた。私もそれに応える。

　彼らを席へと案内していた店員が待っているので、お互いに「それではまた」などと言って別れた。

　着席すると急に冷静になって、自分がなお惨めに感じられた。

　こんなところを取引先の顧客に見られたのは、とてつもなく恥ずかしい。

「さっさと食べてさっさと帰ろう……」

　とは思ったけれどグラスが空なので、私はもう一杯だけスパークリングワインを飲むことにした。






　料理を食べ終え、あとはグラスに三分の一ほど残ったスパークリングワインを飲んだらお会計というとき。明らかに怒りを発散する歩みのヒール音が近づいてきた。音の主は、渡瀬さんが連れていた女性だ。

　女性はコートとバッグを担いでおり、店の出入り口のほうへと向かっている。

　この店に来て間もないのに、もう帰っちゃうの？　渡瀬さんとケンカでもしたのかな。

　つい先ほど振られたばかりの私は、のんきにそう思いながらグラスに口をつける。様子を気にしつつ爽やかな酸味を味わっていると、彼女が私を睨んだ。威嚇するようにヒールを鳴らし、店内を歩くにはずいぶんな速さで私の席のそばを通過。そのまま店から出ていってしまった。

　どうして睨まれたんだろう……。

　視線は必然的に、ひとり残っている渡瀬さんのほうへ向く。彼も気まずそうな顔でこちらを見ていた。

　あまり見ても失礼かと思い、会釈だけして視線を逸らす。残された者同士という妙な親近感はあるが、ますますいたたまれない。

　もう帰ろう……。

　伝票を持って立ち上がろうとしたとき。

「ご一緒しませんか」

　渡瀬さんがコートとグラスを持って、さきほどまで史哉が座っていた席に腰を下ろした。

「へ？」

　私は思わず間の抜けた声をあげた。

「連れに振られてしまいまして。もしおひとりならお付き合いいただけないかと」

　振られたと言いながらニコニコ笑顔だ。グスグス泣いていた私とは大違い。

「でも私、食事はもう済ませてしまいました」

「ですよね。じゃあ、酒だけでも」

「はぁ……」

　渡瀬さんは近くにいた店員を呼び、席を移ることを告げてから私の分まで注文をした。

　私は同席を了承したわけではないのだが、あたかもそうするのが当然だという空気に流されてしまっている。いや、もちろん嫌というわけではないから、断るつもりはなかったけれど。

　見た目は爽やかでまじめそうなのに、こういったこと……つまり連れの女性に振られることや、直後におひとりさま女のもとへ転がり込むようなことに、慣れているのだとうかがえる。

「渡瀬さん、振られたんですよね？」

「はい。見ての通りです」

「見ての通りって、まったくもって元気じゃないですか」

　普通恋人に振られたら、私のように悲しくて惨めな気持ちになって、暗い顔をしているはずだ。それなのに、彼からはマイナスの感情が一切感じられない。まるで自ら望んだかのように。

「僕、振られ慣れてるんですよ」

「慣れてるって……」

　あなたのような美形男性を、女性が積極的に振るとは思えない。

　さっきの彼女は明らかに怒っていた。渡瀬さんはそれに対して焦った様子もなにもない。

「渡瀬さん、わざと彼女を怒らせて振らせたんじゃないですか？　振られるのに慣れているのではなくて、振らせることに慣れているように感じますけど」

　思ったままそう告げると、彼はおどけた顔で肩を竦ませた。それが暗に肯定を意味していることは、あえて確認するまでもない。

「……だって藤崎さんが泣いていたから」

「え？」

「藤崎さんが、カップルシートなのにひとりで、しかも泣きながら黙々と食事してたから。気になって仕方なくて、彼女ではなく藤崎さんのことばかり見ていたんです」

「それで彼女が怒ってしまったんですか」

「はい。死ねって言われて振られたのは久しぶりですよ。あはは」

　なんてことないように笑い飛ばす彼にとって、彼女はきっとその程度の女性だったのだろう。彼女は彼の態度からそれを悟った。死ねと言いたくなる気持ちも、私を睨みつけたくなる気持ちも、よくわかる。

「渡瀬さんって、案外ゲスいんですね。お仕事のときはとても感じがいいので、意外でした」

　私もチクリと刺してみるが、彼は変わらず楽しげな表情だ。

「仕事は仕事、プライベートはプライベートでしょ？」

「そうですね。いいんじゃないですか」

　仕事さえ滞りなくやってくれれば、私には関係のないことだ。

「で、藤崎さん。きみがここで泣いていた理由は？」

　このまま私のことには触れずにいてくれるかもしれないと期待していたけれど、やはりそういうわけにはいかないか。

「お察しの通りですよ」

「付き合っている男性に別れを告げられた？」

「ええ。他に好きな人ができたそうです」

　傷は真新しい。涙腺が簡単に緩んでしまう。

　取引先の人の前で泣くなんて不本意だ。けれどすでに一度見られてハードルが下がっているようで、涙は簡単に目頭からこぼれていった。

　私はそれをつとめて冷静な表情で拭う。仕事で関わっている人の前でみっともなく泣き崩れたりしたくなかった。

　渡瀬さんは頬杖をついたまま、まじめな顔で言った。

「その男、涙を捧げるような価値ないよ。別の女に心変わりなんてバカだよね。藤崎さんより素敵な女性なんて、滅多にいるわけないのにさ」

「……は？」

　今の歯の浮くようなセリフは、まさか私に向けて発したのだろうか。脳が傷心中の自分のために、彼の言葉を都合よく変換してしまったとしか思えない。

　彼は邪気のない顔で小首を傾げる。

「あれ、藤崎さん、自分で気づいてないの？」

「なんにですか？」

「自分がとても綺麗な女性であることに」

　素敵だとか、綺麗だとか、称賛の言葉を次々と浴びせられて、頭がパンクしそうだ。自分の顔の温度がみるみる上がっているのがわかる。

　これが色男の手管か。こんなとき、どんな態度を取るのが正解なのだろう。

「やめてください。そんなこと、ありませんから……」

　もちろん、素敵な人間、そして綺麗な女になりたいと思ってはいる。できる範囲で努力をしているつもりだ。だけど私の周りには私なんかよりずっと素敵で綺麗な人たちがたくさんいるから、自分に満足しているわけではない。

「そんなことあるって。初めて会ったときからずっと、凛としてて綺麗だなぁと思ってたんだ。でないと俺、こんなに見つめたりしないし」

「恥ずかしいから見ないでくださいよ」

「人の目は美しいものに引き寄せられるんだから、仕方なくない？」

　彼はいつの間にか砕けた口調になっている。一人称が「俺」になったし、敬語でもなくなった。

　距離の詰め方が上手なのだろう。これも彼の女たらしスキルだ。

「恥ずかしげもなくそんな言葉をポンポン言えるの、すごいですね」

「そうかな？　本心が勝手に溢れ出るだけなんだけど」

　彼が事もなげに言った言葉が、傷ついたばかりの胸に深く刺さる。

　私は思ったことを思ったまま口にするのは、どうしても恥ずかしい。それでも史哉にはできるだけ伝えていたつもりだったのに、全然伝わっていなかった。

「私からは、出ないみたいです」

　私も彼のように相手を喜ばせる言葉をポンポン言えたら、「好きじゃなかっただろ」なんて言われることはなかっただろう。

　今さら「もっとこうしていればよかった」なんて考えたところでもうどうしようもないのだけれど。

「振られた相手に、愛を感じないとでも言われたの？」

「そんな感じです」

「そんなの、引き出せなかった男のほうが悪いと思うけどな、俺は」

　きみは素晴らしい。なにも悪くない。よく頑張っていた。

　渡瀬さんの言葉はいずれもこういった意味が含まれていて、ささくれた私の心が潤っていくのがわかる。単純だと笑われるかもしれないが、彼の言葉は心地いい。

　きっと善意だけで言っているのではない。仕草や表情に下心が見えて……いや、きっと見せている。私を怒って帰ってしまった女性の代わりにしようとしているのだろう。綺麗な顔をして悪い男だ。

　けれど、彼ほどの男となら、それもいいと思った。

　私だって、初めて彼と会ったときから、素敵な人だとは思っていたのだ。

　それに、操を立てる相手はもういない。

　ならばいっそ、自分から。

「ねぇ、渡瀬さん。そこまで言ってくれるあなたに、ひとつお願いがあるんですけど」

「なに？」

「もし嫌じゃなかったら、私を今夜の相手にしてくれませんか」

「え？」

　私の言葉に、渡瀬さんは軽く目を見開いた。どこかのタイミングで誘う気はあったのだろうが、まさか私から誘ってくるとは思っていなかったのだろう。

「せっかくフリーになったので、この機会に軽い気持ちで男の人に触れてみたいんですよ。無論、元カレへの当てつけでもあります」

　振られっぱなしでは悔しいから、「別れたその日に他の男と過ごしてやった」くらいのことはしてやりたい。

「仕事ではいつもクールなのに大胆だね。酔ってるの？」

「酔っていたからという口実が欲しければそれで構いません。でも私、渡瀬さんが私にあんまり飲ませないようにしてるの、気づいてますよ？」

　酒に付き合えと言ったくせに、絶妙なタイミングで自分が喋ったり私に喋らせたりして、私が飲むのを適度に阻んでいた。だから私のグラスには、まだたっぷりスパークリングワインが残っている。

　彼がこういった遊びに慣れていることを確信した根拠のひとつだ。

「言葉にされると身も蓋もないなぁ」

　身や蓋があったところでどうなるというの。お互いを気に入ったのならいいじゃない。今の私にとって駆け引きや口実作りは面倒なだけだ。

　とはいえ、彼の意図に絶対の確信を持っていたわけではない。もしここで断られたらとても恥ずかしい。自分から誘ったのは、失恋ハイだからこそできた、ヤケクソに近い大きな賭けだった。

　私は自分のグラスを掴み、一気に呷った。そしてわざと音を立ててコースターに置き、バッグとコート、そしてこのテーブルの伝票を乱暴に掴んで立ち上がる。

「仕事で関わりがある間柄なので、面倒なら結構です。忘れてください」

「待って！」

　腕を掴まれ立ち止まる。振り返ると彼も立ち上がっていた。至近距離で並んでみると、彼の身長の高さを実感する。一六三センチある私より十五センチほど高い。

「俺でいいの？　危ない男かもしれないよ？」

「仕事で繋がってるから、下手なことはできないでしょう？　これ以上安全な相手はいませんよ」

「はは、安全だと評されたのは初めてだよ」

　私の腕を掴んでいたはずの彼の手が、いつの間にか私の腰を抱いている。

「行こう」
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　促され、歩きだす。自分の足取りがふわふわして頼りない。

　イイ女ぶってこなれた感じを演出してしまった自覚はある。

　私が背伸びをしていることに、きっと彼は気づいている。






　ついていく形で入ったのは、洗練されたシティホテルだった。

「てっきりけばけばしいラブホテルに入ると思ってた」

「ラブホのほうがよかった？」

「ううん。こういうところのほうがいい」

「よかった」

　声や口調が甘い。仕事のときとは話し方が全然違う。私も敬語をやめ、彼が取引先の担当者であることを忘れることにした。

　部屋に入り、荷物を置いてコートを脱ぐ。少し身軽になったところで、窓から都会の夜景を望む。

　彼が後ろから私を抱き、指を絡め、頭や頬に何度もキスを落とす。

　私の覚悟は決まっている……のだが、彼はさっきからずっとこんな調子で、甘い雰囲気を醸し出すのに先へは進もうとしない。

　私たちはただ体を重ねるためにここへ来たはずだ。ベッドはすぐそこなのに、窓辺でイチャイチャしつつ夜景を楽しむだけにとどまっている。

　恋人同士でもない男女がこういうことをするときは、性急に行為に及んであっさり別れるものだと思っていた。

　私は付き合ってもいない人とホテルに入ったことなんてないから知らないだけで、これがマナーなのだろうか。

　顔と顔の距離、わずか数センチ。

　近くで見ても綺麗な顔だなぁ。深い二重まぶたと長いまつ毛がうらやましい。色素の薄い瞳が特に魅力的。

　それにしても……焦れる。

　こんなに甘い雰囲気なのに、私たちはまだ唇を重ねていない。

「あの、渡瀬さん」

「なに？」

「キス、唇にはしてくれないの？」

「わざと焦らしてるの、バレてたか」

　やっぱりわざとだったんだ。余裕をうかがわせる笑みが腹立たしい。

　私は自分から唇を寄せた。けれど彼は私の唇を避け、すぐ横の頬に口付ける。

「……どうしてそんな意地悪するの？」

「そんなの、気持ちを高めるために決まってるでしょ」

　もう十分高まっている。これ以上焦らされると爆発しそう。

　私は耐えきれずに自分から彼をベッドに押し倒し跨った。

　なかなかキスには持ち込めなかったのにずいぶんあっさり倒れたことから、私がこうすることは彼のシナリオだったのだなとわかる。本当に悪い男だ。

　彼はきっと、私なんか簡単な女だと思っている。彼に転がされてばかりなのは悔しい。

　負けず嫌いの私は、彼を押し倒したままきっぱりと言い切った。

「私、これ以上焦らされたら面倒くさくなって帰るけど」

　失恋したから、満たされたくてここに来た。苦しい思いをするのなら意味がない。

　すると次の瞬間、私の体がベッドに転がった。

　形勢逆転。今度は私が押し倒されている。しかも、ぴったり体を密着させ体重をかける形だ。

「それは困る。意地悪してごめんね」

「んっ……」

　焦らされて待ちわびていたキス。つるんとした唇が触れて、離れて、少し柔らかさを楽しんだところで、温かい舌が侵入して優しく撫でられる。

　めまいがするほどの恍惚感。吐息が混じり、くちゅ、と水っぽい音がした。

　全身に甘い痺れが巡る。こんなに甘いキスをしたのはいつ以来だろう。いや、たぶん、これほどのキスは初めてだ。

　意地悪に焦らされたせい……なのだろうか。いつの間にか彼の背にしがみついて、夢中になっている自分があさましくて滑稽だ。

「いつもキリッとしてるのに、ベッドではこんな顔になっちゃうんだ」

　そう言って彼が笑う。

「私、変な顔してた？」

　あまりに夢中で、気持ちよくて、だらしない顔をしていたかもしれない。

「違う違う。かわいいってこと。ギャップ萌えっていうのかな。なんか俺、無性に燃えてきた」

　渡瀬さんが素早くトップスを脱ぐ。無駄な贅肉のないしなやかな体躯が淡い照明に照らされて、とても色っぽい。

「え、ちょっと……んぅっ」

　口付けながら私の服に手をかける。ニットとインナーを同時に脱がされ下着が露わになると、さすがに羞恥を感じた。

「こんなに綺麗でかわいくて仕事もできる女を手放すようなバカとは別れて正解だよ」

　唇が首に、肩に、鎖骨に落ち、温かい手が私の肌を這う。自分の体が一気に熱くなっていく。

　ふと胸元に開放感を覚えた。ブラのホックが外されたようだ。

「え、いつの間に……？」

　外すような動作はなかったのに。

「俺ね、手先は器用なんだ」

　獲物を見せつけるようにストラップから私の腕を抜き、どこかへ放る。ここまでくると恥ずかしさが薄れてきて、だんだん開き直ってきた。

　彼のように片手で難なくというわけにはいかないが、彼に任せっぱなしにはしたくなくて、彼のボトムスのボタンに手をかける。

「積極的だね」

「私から誘ったんだし。嫌？」

「まさか。嬉しくて自分の興奮具合がヤバい」

　ちょっと恥ずかしい。でも楽しい。

　もしかしたら私は、付き合っている人としかこういうことをできないタイプの女で、いざ始めてみたら途中で嫌になってしまうかもしれない、と懸念していた。だがまったくの杞憂だったようだ。

　私は彼との一夜をたっぷりと楽しんだし、振られた元カレの顔を思い出す余裕もないほど満たされた。






　翌朝、私と渡瀬さんはチェックアウト時刻ギリギリにホテルを出て、近くのビストロに入った。ホテルの朝食に間に合わなかったので、ブランチをすることにしたのだ。

　ビストロには四種類のメニューが用意されていたのだけれど、私たちはどちらも鮮魚のプレートを注文した。メインの鮮魚料理は今が旬である鯛のポワレ。ソースはブールブランだ。自家製パンとデザートにゼリーも添えられる。

　私たちはたぶん、食の好みが近い。昨日の居酒屋で彼が注文した料理も、ほとんど私が食べたものと同じだった。

　それにしても、体が重い。めちゃくちゃ濃いのを何度もしたのだから無理もない。実のところ、朝食に間に合わなかったのも、チェックアウト時刻がギリギリになってしまったのも、起きてから一戦交えてしまったからだ。

　思い出すと顔が熱くなる。冷ますために氷水をひと口。

「無理させてごめんね」

　体のだるさを隠しきれない私に、彼は申し訳なさそうに言った。

「謝らなくていいのに。おかげで嫌なこと忘れられたし」

　もちろん記憶からなくなったわけではないけれど、振られたことが「もういいや」と思える程度には大きな経験をさせてもらった。

「あんなにがっついた自分に驚いてる……というか、引いてる。俺もう二十七なのに」

　彼は反省しているようだが、私はそうなってくれて嬉しいと思っている。遊び人には遊び人なりの流儀や感性があるのだろうか。私にはよくわからない。

「二十七かぁ。渡瀬さん、結婚適齢期だね」

　私の言葉に、彼は微妙な顔で「うーん、結婚ねぇ……」と唸った。

「したくない派？」

「いや、いつかはしたいと思ってる」

「ふーん」

　したくないわけじゃないんだ、結婚。

　女遊びに長けている男性は、結婚を嫌うものだと思っていた。

「まぁ、まじめに恋愛してないから、いつになることやらって感じだけど」

　女遊びについて、よくないことをしているという感覚はあるようだ。

　これは私の推測だけど、彼は根っからの女たらしというわけではないと思う。なにか事情やきっかけがあって女遊びを始めたのだろう……なんて考えたところで私には関係ないし、知る必要もない。

　私たちはただ、たまたまいいタイミングで出会って、秘密を共有しただけだ。

「お待たせしました。鮮魚のランチプレートでございます」

　注文した食事が届き、会話が途切れた。どう返していいかわからなかったから、ちょうどよかった。

　グリルで表面をカリッと焼き上げた鯛とブールブランソースの香りが空腹を刺激する。プレートには野菜もたっぷり載っていて見栄えがいい。自家製パンは別皿で来た。デザートのゼリーと紅茶は、食後のお楽しみだ。

「美味しそう。もうお腹ペコペコだったの」

「俺もペコペコ。食べようか」

「うん。いただきまーす」

　それから私たちの話題は、仕事やお互いの会社のことへとシフトチェンジ。

　美味しい食事を終えたら、一夜だけの恋人ごっこはおしまいだ。

「それではまた、御社にうかがったときに」

「はい。お待ちしております」

　爽やかな日曜の午後。

　私たちは仕事のときと同じ笑顔を見せ合い、各々の帰路についた。

















第２章　遊びの恋を始めましょう












　四月を迎える前に、私は社員寮を出て実家に帰った。

　私の実家は東京寄りの横浜市内にある。

　勤務先であるＤＴＩ本社の最寄駅、三田まで乗り換え不要、しかも始発駅利用のため座って通えるが、自宅を出てから会社に着くまで一時間弱かかる。これまで通勤は徒歩十五分だったので、ちょっと憂鬱だ。






　……というようなことを話したら、同期社員である来生きすぎ愛梨沙ありさは目を丸く見開いた。

「えっ！　真由、彼氏と同棲するんじゃなかったの？」

　ここは社員食堂。愛梨沙の高い声が周囲の社員たちの耳に届く。何人かがこちらをチラ見したので、彼女の代わりに「騒いですみません」という顔を見せた。

「私が勝手に検討していただけで、決まってたわけじゃないから」

「え～。私、真由と同棲トークするの、楽しみにしてたのに～」

　愛梨沙は不満げにそう言って、きつねうどんのお揚げに噛み付いた。彼女は少し前に寮を出て、彼氏と同棲を始めている。前に私が「彼氏に同棲を提案してみようと思う」と話したことが、そのきっかけになったらしい。

　愛梨沙の彼氏は、同じくＤＴＩの同期社員である猪狩いがりだ。配属先も隣の部署で、住んでいたのも同じ寮。毎日顔を見て話のできる彼女たちは、言い出しっぺの私を差し置いてトントン拍子に同棲へとこぎつけた。

　さすがは〝仕事ができる〟と一目置かれているふたりだ。仕事が早い。

「同棲トークってなによ」

　私が呆れた顔を見せると、愛梨沙はニコニコ笑顔で話し始める。

「主に愚痴だよ。あ、ねぇ聞いてよ。猪狩ってば、靴下を丸めたまま洗濯カゴに入れるんだよ？　昨日もそのことでケンカになってね……」

「なるほど、愚痴という名の惚気ね」

　ふたりは入社当時からケンカばかりしていて、恋人同士になってもあまり変わっていない。ケンカといっても子供みたいな言い合いを楽しんでいるだけで、本当はラブラブであることをみんな知っている。

「違う！　一〇〇パーセント愚痴だから！」

「はいはい。愛梨沙と猪狩くんは相変わらずね」

　ケンカするほど仲がよくてうらやましい。文句を言い合いながら、お互いを誰より大切にしている。

「真由だって、彼氏とはうまくいってるんでしょ？」

　愛梨沙は首を傾げ、無邪気にそう尋ねてきた。

「あー……別れた」

「ええええっ！　嘘！」

　再び周囲の注目を浴びる。私は再び「すみません」と頭を下げ、愛梨沙に小声で話すよう促した。

「どうして別れたの？」

「他に好きな人ができたんだって」

　なげやりに言って、トンカツと白米を口に押し込む。我が社の社食は美味しい。

　愛梨沙は血相を変えて「そんな男とは別れて正解だ」「真由にはもっといい男がいる」など、私のために文句をたっぷり言って怒ってくれた。

　そしてひと通り言い終わると、落ち込んだ顔ひとつ見せずあっけらかんとしている私に膨れっ面を見せた。

「解せない」

「なにが？」

「真由、どうしてそんなに平気そうなの？　私、振られたりしたらもっと落ち込むよ」

「落ち込んだよ。職場ではそう見せないだけで」

　さすがに〝偶然取引先の男性と会って、ひと晩かけてたっぷり慰めてもらったからわりと平気だった〟とは言えない。

「すごいなぁ、真由は」

　愛梨沙のこの言葉に、私の胸がギリリと軋む。

「……すごくなんかないって。普通でしょ」

　彼女はいつも私を「すごい」などと褒めてくれるけれど、私は一度だって、彼女の褒め言葉を素直に受け取れたことがない。

　人好きのする華やかな美人で、あらゆる能力が高く、恋人との関係もすこぶる良好な愛梨沙のことを、私は心底妬んでいる。

　これはもはや親友とも呼べる彼女に対する、最大の秘密である。






　四月になり、ＤＴＩも新年度を迎えた。

　私が所属するＢＳ３は少しの人事異動があったものの、私がアシスタントを務めるチームやクライアントは変わらず、これまでの業務を引き続き行うことになっている。

「藤崎、ミーティングルームの準備、もうできてる？」

　緊張した面持ちで声をかけてきたのは、同期の野田のだ大輝たいき。見た目も性格もガタイのいいスポーツマンだけれど、意外にも頭脳プレイを得意とする営業マンだ。

　今日はこれからクライアントであるライフワンの人たちを迎えて、重要な会議を行う予定だ。双方の部課長も参加する大掛かりな会議であるため、野田をはじめライフワンを担当する三人の営業マンたちは朝からピリピリしている。

「準備できてるよ。もういつ先方が到着しても大丈夫」

「ああ～、もうすぐ先方が来る時間だ。落ち着かねーよ」

「億単位の仕事をするの、入社以来初めてだもんね。私も緊張してる」

　緊張の度合いでいえば、私のほうがずっと上だと思う。なにせ今日の会議には、あの渡瀬睦実も来るのだ。

「緊張してるようには見えねーけどなぁ」

「顔に出ないだけ」

　彼と会うのは、あれ以来約二週間ぶりだ。連絡先の交換はしていないので、ブランチ後に解散して以来、言葉すら交わしていない。あえて関わりをあげるなら、仕事のメールでCCにアドレスが入っていたくらいだ。

　新着メールの表示に「渡瀬睦実」や「株式会社ライフワン」と出るたびにドキドキした。私宛のものではないとわかっていても、もしかして……なんて思ったりして、かなり意識していた。






　予定の時刻が近づいたので、私はビルのエントランスへと向かった。

　我が社はセキュリティーに大変厳しく、社員ですらＩＣカードなしではオフィスエリアに立ち入ることができない。ライフワンのみなさんが使用するビジター用のカードを手配し出迎えるのは、アシスタントである私の役目だ。

　しばらく待っていると、ロータリーにタクシーが停まった。人一倍視力のいい私は、すぐに彼の姿を捉えた。我々のお客さまが到着されたようだ。

　先に男性ふたりと女性ひとりが下車。精算をしていたのか、彼が車から出てきたのは最後だった。

　二週間ぶりの渡瀬睦実は、当たり前だけれど見慣れたスーツ姿だ。髪のセットも仕事仕様。前髪を流し、額を出すスタイルだ。

　前髪を下ろしたプライベートのスタイルのほうが私の好みだなぁ……などと考えていると、彼と目が合った。

　二週間前の記憶が鮮明に蘇る。体の芯がキュンと疼き、熱くなる。

　大事な会議の前だというのにこんな気持ちになるなんて、社会人失格だ。

　熱を逃がすように深呼吸。腹に力を入れ直し、一行のもとへ駆け寄る。

「お待ちしておりました。本来なら私どもがうかがうべきところをご足労いただき、ありがとうございます」

「いえいえ。今回は我々から御社でとお願いしたんですから」

「天下の大東産業本社に入れるなんて、滅多にない機会ですからね」

「ちょくちょくうかがっている渡瀬がうらやましいと話していたんですよ」

　とても感じのいい人たちで安心した。今日の打ち合わせ会議もスムーズに進みそうだ。

「恐れ入ります」

　この会社に勤めていてありがたいなと思うのは、クライアントがみな好意的で優しいところだ。我が社が国内でも有数の大企業だからだろう。友人などの話を聞くと、取引先に高圧的な態度を取られたり理不尽なことを依頼されたりすることもあるらしいので、そのようなことがほとんどないのは嬉しい。

「藤崎さん。お久しぶりです。本日はよろしくお願いします」

　二週間ぶりの渡瀬さんは、何事もなかったように爽やかな笑顔だ。

　私は彼ほど装うのが得意ではないので、ぐ、と息を呑んでしまった。

「お久しぶりです。こちらこそ、よろしくお願いします」

　私の目が勝手に彼の唇を追う。あの夜散々焦らされたときの感覚をぶり返して、急激に渇きを感じた。

　今すぐ人の目が届かないところに誘い出して、この唇を奪ってしまいたい。

　ヤバい……私、おかしくなってる。

　仕事をしよう。今日は本当に大事な会議なのだ。彼との濃厚な情事を思い出して興奮している場合ではない。

「それでは、こちらのカードをお持ちください。ミーティングルームにご案内します」






　株式会社ライフワンはいくつか事業を展開しているが、昨今は日用雑貨メーカーとして全国的に名が知られている。会社の規模としては中堅と評されるけれど、自然派を謳ったヒット商品が多数あり、業績もよく、人気のある会社だ。

　ライフワン本社とＤＴＩ本社はわりと近くにあって、徒歩なら約十五分、タクシーを使えば五分ほどの距離である。

　ヒット商品に恵まれ会社の規模が大きくなったため、現在の管理システムではこれからの商流に対応できなくなる見通しが出てきた。したがって今回のプロジェクトでは、ライフワンの管理システムを刷新し、より大きな取引にもスムーズに対応できるようにすることがメインミッションとなる。

　双方の会社のＩＣＴ技術者がタッグを組み、データベースの構築から見直す大掛かりなシステム刷新だ。短くても丸二年に及ぶプロジェクトになる。

　定刻通りに始まった会議はかなり白熱し、記録係を担当している私は息をつく暇もなかった。

　ライフワンのＩＣＴ部門で外部との交渉や調整を担当している渡瀬さんは、このプロジェクトの実質的リーダーだ。うちの司会進行役よりもこの場を仕切っていた彼は、控えめに言ってもカッコよかった。

　見た目がよくて仕事もできるって、ずるい。

　これで女性に対して誠実なら、言うことないのだけれど。






　会議終了後、我々は親睦会と称して馴染みの飲食店へ。ライフワンのほうがお客さまにあたるので、カジュアルな飲食店とはいえ、ＤＴＩ側にとっては接待だ。

　私はライフワンのシステム部長である大谷おおたに氏と我らがＢＳ３の今井いまい課長のそばで話を聞いたりお酌をしたり、おもてなし担当を務める。令和にもなって女性がお酌だなんて時代錯誤と思われるかもしれないが、これも仕事の一環だ。

　渡瀬さんはというと、上座寄りにいる私とはほぼ真反対の位置に着席している。野田たちとなにやら楽しそうに話しており、私を気にしている様子はない。

　……別に、気にしてほしいわけではないけれど。

「藤崎さんは、ＤＴＩに入社して何年目なの？」

　そう尋ねてきたのは大谷部長だ。

「二年目です。先日ようやく丸一年が経ちました」

「ええっ！　まだ二年目！　仕事や振る舞いがしっかりしているから、もう何年も勤めているのかと思っていたよ」

「恐れ入ります」

　仕事ぶりを褒めていただけたことは嬉しいけれど、老けて見られているかもしれないと思うと複雑な気分になる。

「彼女は本当に気が利くし物覚えもいいし、仕事も正確で本当に助かっているんですよ。採用した人事部に感謝です」

　今井課長も彼に同調して私を大げさに褒めてくれる。調子のいい人なので、本当にそう思ってくれているかは確信が持てないところだ。

「いえいえ。私はまだまだ半人前ですよ。これからもご指導ください。あ、大谷部長、おかわり頼みましょうか」

　ここで「ありがとうございます～頑張ります～」とかわいらしく言うのが若い女子社員のセオリーなのだろうが、私にはそれがうまくできない。これが実年齢より上に見られる所以ゆえんだろうか。

「若いのに本当にしっかりしてるねぇ。美人でしっかりしてて気も利くなんて、周囲の男性が放っておかないでしょ」

　放っておかないなんてとんでもない。むしろ先日恋人に振られたばかり。

　私は恐縮し、肩を竦めた。

「いいえ、まさか。私には愛嬌がないので、全然相手にされないですよ」

　それに、我が社には私なんかよりずっと綺麗で気が利いて仕事もできる女性がゴロゴロいるのだ。彼女たちと並んでも恥ずかしくないよう、私は必死に努力している。

「そうなの？　うちの若いのでよければいつでも紹介――」

「部長～、あんまりそういう話をすると、セクハラになりますよ」

　大谷部長の言葉を遮ったのは、渡瀬さんだった。遠くの席からグラスを持ってこちらへ移動してきたようだ。うちの今井課長に挨拶をしにきたのだろうけれど、私を庇うために来てくれたような気になってしまう。

「ええっ、これもセクハラ？　参ったなぁ」

「最近は警戒しすぎるくらいがちょうどいいんです」

　彼はそう言いながら、私と今井課長の間に膝をついた。そして「今井課長、今日はありがとうございました」「こちらこそ、ご足労いただいて……」などと仕事モードで話を始めた。

　酒のせいで緩んでいた雰囲気がキュッと引き締まる。

　別に大谷部長の話を不快に思ったりセクハラだと感じたりしていたわけではない。でも正直このまま男性関係の話題を続けられると苦しくなるだろうと思っていたので、助かった。

　きっと彼にはそんなつもりなどなく、私が自意識過剰になっているだけなのだろう。けれど私は、それが他の誰でもない渡瀬さんであったことが、すごく嬉しかった。

　彼の振る舞いは至極これまで通りで、これほど近くにいても先日の情事を思い起こさせるような言動はない。

　あの夜のことを、彼はどう思っているのだろう。

　尋ねてみたいけれど、こんなところでできるはずもない。






　会がお開きになったのは、午後八時を回った頃だった。大谷部長がタクシーでお帰りになるのを見送って、私たちも帰路についた。

　この辺りは地下鉄二路線とＪＲが通っており、各々の利用路線の出入り口でお別れしていく形になる。

　渡瀬さんはどの路線を使っているのだろう。この間は現地解散したし、どこに住んでいるかなどの個人情報はあえて聞かないようにしていた。割り切った形で体の関係を持つからには、あまりプライベートに介入しない姿勢を見せるほうがいいと思ったのだ。

「藤崎は実家だっけか。なに線？」

　そう尋ねてきたのは野田だ。彼は比較的早く寮を出て、どこかでひとり暮らしをしている。

「三田線だよ」

「ふーん、じゃあ渡瀬さんと一緒か」

　変な声を出してしまいそうになった。危ない。

　思わず彼の顔を見てしまう。野田が名前を出したのが聞こえたのか、彼もこちらを見ており、目が合った。慌てて逸らす。

「そ、そうなんだ。三田線は私ひとりかもって思ってたから、寂しくなくてよかったよ」

　野田にそう返すと、彼はまじめな顔をして声を絞った。

「あの人、女遊び激しいらしいから気をつけろよ」

　気をつけるもなにも、もう事後です……とは言えない。

「へぇ、そうなんだ。感じがいいのに、意外だね。でもさすがに仕事相手には手を出さないんじゃないかな」

　仕事相手だから安全などと主張して自分から誘ったくせに、我ながら白々しい。

「まぁ藤崎なら大丈夫だと思うけど、念のため」

「ご心配どうも……」

　なんかごめん。

　私は野田に、心の中で謝った。






　駅のエリアに着き、別路線を利用している面々と別れる。三田線を利用するのは私と渡瀬さんだけだった。

　みんなと別れてふたりきりになった瞬間、私たちの間になんともいえない空気が漂い始める。

　先に言葉を発したのは、彼のほうだった。

「藤崎さん、三田線だったんだ」

「はい。と言っても、最寄りは直通の東急線ですけど」

「俺も東急線内だよ」

　ここで初めて、私たちは住んでいる場所について話をした。彼は私よりも少し都心寄りの駅を利用しているそうで、駅から徒歩十分弱のところにあるマンションでひとり暮らしをしているらしい。

「私、少し前に寮を出て実家に戻ったんです。寮は会社から歩いて十五分だったので、どうしても遠く感じてしまって」

「ああ、実家に戻るって、言ってたもんね」

　彼のこの返しに、私たちの間の空気がまた少し複雑になった。

　私が実家に戻る話をしたのは二週間前のあの夜だ。彼が意図してあの夜を想起させる発言をしたのか否かはわからない。

　ホームに入ると、すぐに電車が到着した。車内はわりと空いており、私たちは難なく隣同士に座れた。

　扉が閉まり、間もなく発車。少し進むとカーブに合わせて車体が揺れ、右腕が彼にぶつかる。同じベッドで眠ったときもこの並びだったことを思い起こし、私の頭はまた不埒な記憶に支配された。

　体に溜まった熱を逃がすべく、深呼吸。自分がみだりがましくて嫌だ。

「顔が赤いね。今日は結構飲んだ？」

　渡瀬さんは私が深呼吸したのを、吐き気のためだと思っているようだ。

「いえ、そういうわけじゃなくて」

「気持ち悪いなら、いったん降りて休もうか？」

　気遣ってくれるのはありがたい。でも、そうじゃない。

「違います。察してくださいよ」

　なにを察してほしいかは、口にせずとも理解したらしい。

　彼はわずかに照れを見せ、私から視線を外した。

「……ごめん」

　顔がますます熱くなる。より赤くなったに違いない。

　あの夜私たちがしたことを思い出し、変な気持ちになっていると白状したのだ。恥ずかしいに決まっている。

「せっかくお仕事モードをキープできてたのに、台無し」

　私が開き直ると、彼も諦めたように笑う。

「あはは、ごめんて」

「渡瀬さんはさすがだよね。顔色ひとつ変わらないんだもん」

「藤崎さんだって、今の今まで変わらなかったじゃん。俺はずっと内心ドキドキしてたんだけど」

「口ばっかり」

「本当だってば」

　笑い合えている。肌を重ねた照れくささから、ものすごく気まずくなってしまったら嫌だなぁと思っていたけれど、そうならなくてよかった。

「あれから調子はどう？　失恋のダメージが時間差で来てるとか、ない？」

　失恋のダメージは皆無というわけにはいかなかったが、生活や仕事に支障をきたすほどのことはない。振られたことよりも渡瀬さんとの一夜のほうが大ごとで、思い出しては悶々として、落ち込んでいる暇がなかったのだ。

「おかげさまでそれはないんだけど、思わぬ方向で食らってる」

「思わぬ方向？」






　史哉に振られてから二週間、ずっと胸に引っかかっていることがある。

「俺さ、ずっと真由にコンプレックス感じてたんだ」

　史哉のこの言葉だ。

　聞いた当初は意味がわからなかった。自分の彼女にコンプレックスって、なに？

　だけど先日、愛梨沙と接している際、ふと理解したのだ。

　愛梨沙と話していると、私が彼女より様々な面で劣っていることを痛感し、彼女の愚痴や惚気がすべて自慢話に思えて、話を聞くのがしんどくなることがある。先日失恋してからは、ほぼ毎度。

　史哉の言ったコンプレックスとは、きっとこういうことだ。

　思い当たるのは就職活動以降。十数社受けてようやく内定が取れた彼は、数社受けて早々に第一志望の内定をもらえた私を妬ましく思ったかもしれない。しかもそれが、泣く子も黙る大企業、ＤＴＩだ。

　そういえば就職してから、史哉の口数がグッと減った気がしていた。私の仕事の愚痴や失敗談までがすべて自慢話に聞こえて、しんどい思いをしていたのでは。

　そう気づいたら俄然申し訳ない気持ちになって、振られたことにも他に好きな人ができたことにも、妙に納得がいった。

　すると、〝愛梨沙にコンプレックスを感じている〟という事実だけが昇華されずに胸に残り、モヤモヤしている。






　――というようなことを、長々と語ってしまった。

　電車はいつの間にか地上に出て、東急線に入っている。

「藤崎さんってさ、本当にまじめだよね」

　文字にすれば褒め言葉だが、決して褒めている言い方ではなかった。

「まじめじゃいけない？」

　ちょっとツンとした言い方になってしまった。遊び人にとってはまじめでつまらない女かもしれないが、バカにされるいわれはない。

　私がムッとしたのを察した彼は、宥めるような笑顔で答える。

「いけなくはないけど、損してるよね。もっと自分の気持ちを優先して行動すればいいのに」

「私、別に損してるなんて思ったことない」

「そう？　俺にはきみが、周囲の期待に応えることを優先してばかりいるように見えてるんだけど」

　ギクッとして、返す言葉に詰まった。自分では無意識だったけれど、その通りかもしれない。

〝こういう場合はこう立ち回ったほうがいいだろう〟

〝こういった立場ならこう言ったほうが望ましいだろう〟

　私の言動は、いつもこんな思考から発生している。

　一夜限りの関係だから、住まいを尋ねたりしないのが正解だ、とか、愛梨沙は友達だから、愚痴も惚気も笑って聞いてあげるべきだろう、とか。自分にとって心地よいことより、我慢することを選ぶほうが圧倒的に多い。

「でも、それっていけないこと？」

「まさか。周囲はとても助かるよ。でも、きみばかりが無理してしんどい部分を請け負う必要はないんじゃないかな」

　無理をしているつもりはないが、彼の言う通りだ。常に自分の〝こうありたい〟を追っている自覚はある。

「人と人とが関わって生きていくために、必要なことだと思ってた」

「もちろん必要だよ。でも、恋愛では逆効果になることもあると思う」

「逆効果？」

「本音で向き合ってくれない恋人に、本音では向き合えないでしょ。コンプレックスを感じていた元カレくんは、きみ以上に無理をしていたかもしれないね」

　思い当たることが多すぎて、ぐうの音も出ない。私がよかれと思ってしていたことが裏目に出ていたのだと思い知らされ、後悔の念が吹き出し頭部がビリビリ痺れる。

　ちゃんとしなきゃと思って無理をして、苦しくなる。そんな私のせいで、相手も無理をして苦しくなる。

　だからといって私が傍若無人に振る舞えばいいというわけではないだろうし、性格は急に変えられない。じゃあ、いったいどうすればいいの？

「私、もう一生恋愛できない気がしてきた……」

「いやいや、そんなことないだろ。恋愛は相手次第。それに、うちの部長も言ってた通り、きみほどの女性を周囲の男が放っておくはずがない」

　調子のいいことを言う彼に、疑いの目を向ける。

「この二週間、すっかり放っておかれてますけど？」

　私ほどってなによ。私は昔から〝隙がない〟とか〝かわいげがない〟と評されるタイプの女で、男性にモテたことなど皆無なのに。

「ねぇ、藤崎さん」

「なに？」

「これは至ってまじめな提案なんだけど」

「提案？」

　彼は横の空いている席にバッグを置き、私の右手を握った。

　不意のことに息が止まる。冷えていた指先に彼の温もりが伝わってきて、血が巡るのを感じた。

　体の隅々まで見せておいて、手を握られたくらいで緊張してしまう自分が口惜しい。

　目と目が合う。色素の薄い彼の目が好きだ。この人は本当に、至近距離で見てもうっとりするほど綺麗な顔をしている。

　彼は数秒の間を置いて、停まっていた電車が発車したタイミングで告げた。

「俺と、遊びの恋愛をしよう」

「……は？」

　この人、今なんて言った？

「だから、遊びの恋愛」

「本気、ではなく？」

「そう。本気ではなく、遊び」

　私のときめきを返せこのゲス野郎が。

　口には出さないが、握られていた手を振りほどくことで憤りを伝えることにする。

「端はなから遊び宣言とか、ほんとありえない」

「俺の言い方が悪かったのは認める。けど、遊びだから意味があると思ったんだよ」

「はぁ？」

「きみは恋愛を楽しむことを覚えたほうがいい。〝彼女〟とは課せられる役割じゃなくて、許される特権なんだ。そのことを、本気じゃない恋愛で学ぶ。これは言うなれば、練習に近い」

　彼の言葉にハッとした。

　役割ではなく、特権。私は誰かの恋人になることを特権であるとは考えたことがなかった。楽しむより、うまくやることを重んじていた。

　けれど、彼の恋愛観を理解したからといって、おいそれと実践できるほど器用でないことはよくわかっている。

　練習をすれば、もっと上手に恋愛できるようになる？　本当に？　また調子のいいことを言って、都合よく使うつもりなのでは。

「私の面倒を見てくれるつもりなのはわかった。でも、どうしてそんなことしてくれようと思ったの？　渡瀬さんにメリットなくない？」

「あるだろ。美人の彼女ゲット」

　彼は笑顔で親指を立てるが、そんな軽いノリの返答で納得できるわけがない。美人だなんて、どうせ誰にでも言っているのだ。

「先日の女性のほうが、私よりよっぽどお綺麗だったと思いますけど。他にもたくさんいらっしゃるんでしょう？　お綺麗な〝オトモダチ〟が」

　彼の笑顔がわずかに引きつった。図星を突いたようだ。

　諦めたようにため息をついた彼は、座る姿勢を直し、向かいの窓のほうを向いた。鏡になった窓越しに顔を合わせる。

「……俺にとっては、リハビリなんだ」

「リハビリ？」

「もう何年も、誰かひとりを大切にすることから逃げてた。でも、この間きみに結婚適齢期だと言われて、そろそろまともに恋愛したいと思った。いつになるかはわからないけど、そのときは上手に相手を愛したい。だから、愛し方を思い出す、いい機会になると思ったんだ」

　彼の提案の狙いは、遊びの……つまり疑似的な恋愛をすることで、お互いの恋人としてのスキルをアップすること。理にかなっているように聞こえるが、冷静に考えればとんでもない提案だ。でも、魅力的に感じる。

　足りていない恋愛スキルを磨きたい。恋愛の練習なんて、滅多にできるものではない。これは貴重な提案なのでは。

「もし渡瀬さんが浮気したら、怒っていいの？」

「あはは、もちろん。するつもりもないけどね。俺自身、今の生活にちょっと疲れてて、もういいかなって」

　誰かひとりと馴れ合うのではなく、複数の相手にずっと気を遣い続けるのだから、疲れるというのはわからなくはない。まぁ、自業自得だが。

「つまり私は、大切にされることが保証されているのね？」

「大切にする。約束するよ。俺にとってはそのための恋愛だし」

　駅に到着。車掌のアナウンスによれば、次は彼の降車駅だ。

「断ったらどうなるの？」

「俺が振られたことになって、これからの仕事がちょっとだけ気まずくなるんじゃないかな」

　乗客がわずかに入れ替わり、扉が閉まる。間もなく発車。

「どうする？　早く決めてくれないと、俺、次で降りちゃうよ？」

　返事を後日まで待ってくれる気はないらしい。私が答えられないでいる間にも、列車はどんどん彼の降車駅へと近づいていく。

　こんなにカッコいい男の人が、遊びとはいえ私を無条件で大切にしてくれると言っている。私にとっても、恋愛の仕方を変える練習になる。

　でも、遊びで恋愛なんかしていいの……？

　葛藤しているうちに電車が減速を始めた。間もなく到着する旨のアナウンスが流れる。

「俺が降りるまで無言なら、返事はノーだと思うことにする」

　彼はそう言って、横の空席に置いていたバッグを掴んだ。

　ほどなくして停車。渡瀬さんが立ち上がる。

　彼が去ってしまう。このまま別れたら、彼は私ではない他の女に同じ提案をするのだろう。そして私ではない他の女を大切にして、私ではない他の女を抱く。

　一夜を共にして情が湧いたのだろうか。

　想像すると、なぜかものすごく嫌な気持ちになった。

　私は慌てて彼の腕を掴み、立ち上がる。降車しようとしていた彼は、私に腕を引かれたせいで少しバランスを崩してよろけた。

　チャイムが鳴り、車両の扉が開く。

「私でよければ、よろしくお願いします」

　彼は驚きの表情を浮かべていたが、すぐに口角を上げた。そして私を片腕で軽くハグし、小声で「連絡する」と告げ、電車を降りていった。

　ドアが閉まり、発車。

「ＯＫしちゃった……」

　乗客がまばらで静かな車内。

　走行音が聞こえなくなるほどに、自分の鼓動が轟いていた。

















第３章　疲れた心を休めましょう












　数日後の昼下がり、ＢＳ３のオフィスにて。

　ライフワン関係の話がひと段落したところで、野田が尋ねてきた。

「あ、そういえば。あの日の帰り、大丈夫だった？」

　あの日とはもちろん、ライフワンとの会議や親睦会があった日のことだろう。野田は私が渡瀬睦実とふたりきりになることを心配してくれていた。

　内心ギクッとしたのだが、私は冷静を装って答える。

「渡瀬さんのこと？　特になにもなかったよ。仕事の話しかしてないし」

　まったくの嘘である。仕事の話などほとんどしていない。

「そうか。さすがに仕事相手には手ぇ出さないよな」

　すみません。仕事相手に、私が自分から手を出しました。

「心配しすぎ。一緒に電車に乗ってたのも、せいぜい二十分くらいだよ？」

「あのイケメンなら、二十分もあれば藤崎のひとりやふたり落とせるだろ」

「たしかにね。あんなイケメンになら、むしろ口説かれてみたかったなー。私じゃ御眼鏡にかなわなかったみたい」

　やましい気持ちが顔に出ていませんように。

　体の関係を持っていたうえ、遊びの恋愛まで承諾したと知られてしまったら、野田は呆れ果てるだろう。

　たった二十分の口説き（説得？）にあっさり首を縦に振った私は、きっとものすごくチョロい女だ。






　彼から連絡があったのは当日の深夜だったのだけれど、私が応答に至ったのは翌日だった。なぜなら私たちは、個人的には連絡先の交換をしておらず、会社の電話かメールアドレスしか知らなかったからだ。

　彼のほうは社外でも仕事のメールアドレスを使用できるようだが、社内でしか使用できない私は、翌朝までそのメールを読むことができなかった。

　だから「連絡する」と言われて別れたあの日の夜は、本当に連絡をもらえるか不安を感じたり、仮とはいえ彼氏ができたことに興奮したりで、なかなか寝付けなかった。

【ライフワン渡瀬です】

　そう題されたメールには、彼のトークアプリのＩＤといつもの署名だけが打ち込まれていた。誰かに見られてしまってはいけないと思い、付箋に素早くメモを取って画面を切り替えた。きまじめな私にとって、あの背徳感はなかなかのものだった。

　会社のアドレスで個人的な連絡先を交換することは、特に禁止されているわけではない。けれど仕事場にプライベートを持ち込むのはいけないことをしている気がして、ものすごく周りが気になった。

　こういうところがまじめすぎるのかもしれないなと、自分でも思う。

　我が社はオフィスエリアで個人のスマートフォンを使うことが禁じられているので、休憩時にエリア外で付箋を見ながらＩＤを検索した。

　ヒットしたアカウントにドキドキしながら【藤崎です】とメッセージを送信。味気ないと思われるかもしれないけれど、他になんと送っていいかわからなかったから、続きは彼に任せることにしたのだ。

【連絡ありがとう。これからよろしく】

　という彼の返信に

【こちらこそよろしくお願いします】

　と返信。私たちがお互いに短文派であることは、すぐにわかった。

　それから少しずつ、仕事や生活の合間に、無理のないペースでメッセージのやりとりや電話をしている。






　私たちは恋人らしいこととして、まずお互いを名前で呼ぶところから始めた。

　あれ以来まだ会えていないから電話越しでしか聞いたことがないのだけれど、彼の柔らかくて甘い声で「真由」と呼ばれると心がむず痒くなる。

　もちろん私も彼を「睦実」と呼ぶのだけれど、呼ぶたびに甘酸っぱい気持ちになってしまう。この歳になって青春しているみたいで恥ずかしい。

　私も大人になったのだから、もう少しスマートに恋愛を始められると思っていた。個人的に連絡を取るようになっただけで舞い上がったり、名前を呼び合うだけで特別に感じたり。遊びの恋愛なのに、なんだか想像と違う。






　この日の夜、睦実からこのようなメッセージが来た。

【今週末、もし予定が空いているならデートしませんか】

　デートの三文字に胸が高鳴る。

　どうしよう。遊びの恋愛だけど、普通に嬉しい。

【空いてます！　デートします！】

　思ったまま、勢いでそう打ち込む。

　こんな勢いだけの返信でいいのかな、と悩んだけれど、これは無理のない恋愛を楽しむための練習なのだということを思い出し、そのまま送信。

　すぐに既読が付き、喜びを表現するスタンプが送られてきてホッとした。

【今まだ電車なんだ。今日も降りたら電話していい？】

　ライフワンのシステム刷新に向けて多忙なのか、彼は毎日帰りが遅く、帰宅は午後九時を回ることが多い。付き合い始めてから毎日、彼が電車に乗ってからはメッセージのやりとりを、そして最寄駅から自宅へ歩いている間は電話をしている。

　十分間にも満たない短い通話だけれど、それが毎晩の楽しみだ。

【待ってる】

　既読になったのを確認して、無意識にスマートフォンを抱きしめた。

　恋愛ホルモンが身体中を巡り、指先にまで沁み渡る。ここが実家でなければ、奇声を発して転げ回っているところだ。

　遊びの恋愛でも十分にときめきを感じられるのは、きっと女たらしである睦実の手腕。いとも簡単にキュンとさせてくれるから、さすがだ。

　しばらくして、彼から着信が。いったん喉の調子を整えて、通話ボタンをタップ。

「もしもし」

『俺だけど。電車降りたよー』

　仕事の電話とは話し方が違う。睦実はあらゆる面で、オンとオフの切り替えがしっかりしている。

「うん。遅くまでお仕事お疲れさま」

『ありがとう。今が踏ん張りどきなんだ』

「そうだよね」

『で、週末のことなんだけど――』

　ドキドキする。キュンキュンする。

　少し前まで同じ人と長く付き合っていたからすっかり忘れていたけれど、恋愛の始まりはこういうものだったことを思い出した。

「――わかった、待ち合わせは十一時ね。楽しみにしてる」

『俺も楽しみ。そろそろ家着くわ。じゃあ、おやすみ』

「おやすみ。またね」

　通話終了。十三分三十六秒と表示されているのを見て、彼が私との通話のためにゆっくり歩いてくれたことがわかった。

　睦実は私をときめかせる天才かもしれない。

　いくら携帯電話が高音質とはいえ、機械越しの通話じゃ物足りない。

　声にはせず、口の動きだけで呟く。

「早く会いたいなぁ……」

　次の瞬間、手に持ったままのスマートフォンが震えた。

【早く会いたい】

　ポップアップにはそう表示されている。

　睦実も私と同じ気持ちなんだ……。

　私は湧き上がる様々な感情を胸の内に留めておけず、ベッドに飛び乗り枕に顔を埋め、声にならない声を発しながら手足をばたつかせる。

「渡瀬睦実、おそるべし」

　想像より遥かに危険な男かもしれない。

　これは練習の恋愛だ。ときめいてもいいけれど、本気になってはいけない。

　最初からこんな調子で、気を確かに保っていられるだろうか。

　私は不安を追い出すように、ふっと短く息を吐いて立ち上がった。深呼吸をして、クローゼットを開ける。

　さあ、初デートに着ていく服を選定しよう。

　私はこの恋愛を楽しみながら、彼女としてのあり方を学ぶと決めたのだ。






　週末。

　私はスカートを穿くかパンツを穿くか迷いに迷った末、より気に入っているワイドパンツを選んだ。

　無理をしない恋愛の練習なのだから、張り切って女らしさを演出するよりも、自分が気に入っているもののほうが目的に合っていると思ったからだ。

　待ち合わせは丸の内地下中央口。

　私が彼を待つつもりで待ち合わせの十分前に改札を出たのだが、彼はもう改札近くの柱のところに立っていた。

　プライベート仕様の前髪を下ろしたヘアスタイルの彼が、歩み寄る私に気づきにっこりと笑む。そんな彼を見て、私の頬も緩んだ。

　やっと会えた……！

　たった数日ぶりなのに、長く会えなかった末に再会を果たしたような感動がある。

　周囲には他にも待ち合わせらしい男性が何人かいるが、睦実はその誰よりもカッコよく見える。私の贔屓目というわけではないだろう。

　こんなに素敵な人が私の恋人であることが、とても誇らしい。

「お待たせ。私のほうが早いと思ってたのに」

「真由が早く来るだろうと思って、俺もちょっと早く来たんだ。でも失敗した」

「え、そんなに待たせちゃった？」

「そうじゃないよ。同じ路線使ってるんだし、電車で待ち合わせればよかったなって。そうすればもっと早く会えたのに」

　得意の甘いセリフ攻撃に、顔がみるみる熱くなる。自分の冷えた手で冷まそうとするが、効果は薄い。

「なんでサラッとそんなことが言えるの？」

「なんでって、ただの本心なんだってば。まさかこの程度でそんなかわいい顔をされるとは思ってなかった」

「またそういうこと言う……」

　睦実といると、照れたり舞い上がったり忙しい。睦実にロックオンされた女性は、こんな風に感情を揺さぶられて落ちるのだろう。

　私はたまたま利害が一致して彼女を〝やる〟ことになったけれど、彼が落としてきた数多の女の中のひとりにすぎない。

「それじゃあ、まずは腹ごしらえに行きますか」

「うん」

　睦実は自然な動作で私の腰を抱き、寄り添うようにして歩きだす。

　手を繋ぐより近い距離感にドキドキして、足元がふわふわする。

　今日は無理せずローヒールの靴で来てよかった。






　今日のデートのテーマは、〝食べたいものを食べて、したいことをする〟だ。

　デートのプランを話し合った際、双方「肉が食べたい！」という意見が一致し、ランチはシュラスコに決まった。

　私はシュラスコ初体験で、串にたくさん連なったお肉を見るのも、薄切りにしてもらっているのをトングで掴むのも、とても新鮮だ。

「お肉ジューシーで美味しい～。幸せ～」

「俺のイチオシは焼きパインなんだけど、どう？」

「なにこれ、パインって焼くとすっごく甘くなって美味しさ倍増するんだ！　さっきの焼きチーズも美味しかったし、こんなの食べすぎちゃうよ」

「せっかく食べ放題なんだし、食べすぎるくらいでいいんじゃない？」

　お店に入るまではドキドキさせられて落ち着かなかったけれど、食事が始まってからはスマートモードに。睦実のラブラブ演出はＴＰＯを弁えている。

　いい具合に彼の手のひらの上で転がされている気がするけれど、楽しいからよしとしよう。

　お腹いっぱい食べたあとは腹ごなしに銀座まで歩き、人気の文房具店やデパートの美術展に入ってみたりして、疲れたところでカフェに落ち着きコーヒーをいただいた。

　私たちは知り合ってからは約一年だけれど、個人的な関わりを持つようになってからはほんの三週間だ。

〝食べたいものを食べて、したいことをする〟

　私のしたいことは、お互いを知るためにたくさんお喋りすることだった。

「真由の誕生日っていつ？」

「八月三日。〝闇やみの日〟って覚えて。睦実は？」

「六月二十三日」

「あれ、まさか……６２３むつみ？」

「両親は『仲睦まじい友人に恵まれ実り多き人生を歩めるよう、睦実と名付けた』なんて言い張ってるけどな」

「あははは！」

　私たちは他にも、たくさんのことを話した。

　その中でわかった共通点は、私たちがどちらもバスケットボール部のキャプテンだったことだ。

　私は社会人としてはまだペーペーで、ＢＳ３でも下っ端だけれど、もともとは面倒見のいい姉御タイプだ。

　中高生の頃は髪が短く中性的だったので、男子にはモテなかったけれど、女子には〝女バスのイケメン主将〟として自分でもびっくりするくらいキャーキャー言われていた。中学時代には学校一のイケメンよりも多くバレンタインチョコをもらったほどだ。

「へぇ。最高で何個もらったの？」

「三十二個」

「えっ！　俺負けた！」

　かたや睦実は想像通りのモテっぷりだったようで、出身地である宮城県の地方誌やローカルのテレビ番組で特集されたことがあるのだとか。取材では必ずと言っていいほど「モテるでしょ？」と尋ねられるけれど、嫌味に捉えられたくなくて「そんなことないですよ」と答えていたそうだ。

「睦実は最高で何個もらったの？」

「二十五個。母ちゃん込み」

「わはは、まだまだですなぁ」

「くそー。自分の彼女にモテ自慢で負けるとか、ダセーな俺」

　こんなに楽しいデートになるとは思わなかった。

　遊びだから心に余裕があるのかもしれない。女らしさアピールとか嫌われないようにとかを考えなくていいから、疲れない。

〝一緒にいて楽〟とはこういうことを言うのだと、初めて知った。






　夜、私たちはお酒の飲めるお店で軽く食事をして、彼が予約したホテルに入った。

　前回よりグレードの高い名の知れたラグジュアリーホテルで、私は入るなり畏縮してしまった。

「こんなゴージャスなホテル、初めてだよ」

　ウッディな内装と華美すぎない調度品が都会的で、暖色の照明がとてもいい。アイボリーの大理石を基調としたバスルームはとても広く、アメニティも充実している。

「実は俺も、このグレードのホテルを取ったのは初めて」

「え、そうなの？」

　そう言って彼のほうを振り返ったところを狙って、唇を奪われた。ドレッシングルームにリップ音が響く。

　睦実が甘々モードに入っている。これからめくるめく夜を過ごすのだと思うと、どうしようもなくドキドキする。

「真由と付き合って初めての夜だから、思い出にしたいと思って張り切った」

　彼の長い腕が私の腰に回る。私も彼の背に腕を回し、抱擁に応えた。

　大きな鏡が抱き合う私たちをクリアに映している。

「嬉しい。なんか夢みたい」

「毎回は無理だよ？　特別なときだけ」

「わかってる」

　再び唇を重ねる。今度は濃厚に、何度も。

　今日一日、ずっとこうするのを我慢していた気がする。

「リップの色がうつっちゃった」

　そう言って笑ったとき、私の胸元の締め付けがなくなった。この感覚には覚えがある。

　案の定、ホックが外れたブラが重力に従って下降した。まったく手が早い。

「いいよ。これから風呂入るし」

　私の背中を、大きくて温かい彼の手が這う。

「一緒に？」

「当然」

　彼はそう言って私のトップスを捲り上げ、脱がすのかと思いきや腕の中途半端な位置で止めて私の自由を奪った。そのままデコルテにキスを落としながら、器用にワイドパンツのホックとファスナーを解放。脱衣所の床にストンと落ちる。

「まだお湯も溜めてないのに、気が早くない？」

「服を脱がす理由は、風呂に入る以外にもあるよね」

「え？　ちょっと！　あっ……」

　鏡に映る私たちの痴態があまりに刺激的で、身体中が燃えるように熱くなる。私の弱々しい声や彼の愛撫音が反響するため、痴情がさらに煽られる。

　バスタブにお湯を溜めるのは、一戦交えたあとになりそうだ。






　翌朝、私は睦実の腕の中で目覚めた。

「あ、起きた？」

　真っ白なシーツが朝日をよく反射している。彼の美顔が眩しくて神々しい。まだ夢の中にいるみたい。

「うん……おはよう」

「おはよ」

　彼のほうが先に目覚めていたようだ。寝顔をまじまじと見られて恥ずかしい。

　まだ少し眠りたい。けれど、今日こそはホテル朝食を楽しみたいから、眠気に負けるわけにはいかない。

　そう思うのだけれど、彼が抱き寄せるものだから、甘えてもうひと眠りしてしまいそうだ。彼の肌は不思議と甘い香りがして、落ち着く。

「遊びの恋愛がこんなに甘いとは思わなかった」

　私がそう呟くと、彼はクスクス笑いながら私の額にキスをした。

「遊びの恋愛が甘くちゃいけないルールなんてないでしょ」

「そうだけど……」

〝◯◯はこうあるべきだ〟と考えてしまう悪い癖は、簡単には直らない。

「俺は甘い恋愛が好きだから、そうしてるだけ。真由も好きにしていいんだよ？」

「その〝好きに〟がよくわからないの」

　私は、こんな私を好きになってくれた人と良好な関係が築ければ満足だった。良好であることを重視して相手に合わせてばかりいたから、自分の好みがわからないのだ。

「深く考えず、会いたいときに会いたいと言えばいいし、甘えたいときに甘えたいと言えばいい。逆に会いたくないときとか気分じゃないときも、そう言っていいんだよ」

「そんなの、ワガママすぎない？」

「言うだけなら普通だろ。俺はできるだけそれに応えるし、都合が悪ければ謝る。相手の都合お構いなしにうるさく我を通すことをワガママっていうんだよ」

「そうなの……かな」

　自分の都合や感情を相手に主張することは、よくないことだと思っていた。私はどうやら、ワガママのボーダーラインを低く設定しすぎていたようだ。

「こっちからだって、会いたいヤリたい飯食いたいって言うぞ？　ワガママだと思うか？」

　私は首を横に振る。

「つーか、たまにワガママを言い合えるのも恋人同士の特権だから。真由はむしろ、もう少しワガママになったほうがいい」

「え、ワガママなほうがいいの？」

「彼女のワガママを聞くのは、彼氏の楽しみのひとつだよ。真由はこれから、ワガママを言う練習をしような」

「ワガママの練習って、変なの」

　小さい頃から「ワガママを言ってはいけません」と教えられてきたのに、まさかワガママになることを推奨される日が来ようとは。

「なんでもいいからワガママっぽいこと言ってみて。水取ってこいとか服取ってこいとか」

「え～、自分でできるし」

「いいから。ほらほら、俺を下僕だと思って」

「下僕って。じゃあとりあえず、下着と服を取ってきてくれる？」

「喜んで」






　週明け、月曜日。

　先輩に頼まれていたライフワン関係の資料作成を終えたところで、休憩を取ることにした。

　ＤＴＩ本社ビルには、フロアごとにラウンジと呼ばれる談話スペースが設けられており、我々従業員の憩いの場になっている。自販機で甘めのカフェオレを買ってラウンジへ入ると、ちょうど愛梨沙も休憩に来ていた。

「あ、真由。お疲れ」

「お疲れ、愛梨沙」

　愛梨沙は今日もかわいくて、髪もツヤツヤで、お肌ピカピカで、存在がキラキラしている。そんな彼女が、私を見るなり小首を傾げた。

「あれ？　真由、なんかいいことあった？」

「へ？」

「なんかいつもに増して綺麗だし、ハッピーオーラが出てる。絶対なにかいいことあったでしょ」

　オーラなど出しているつもりはなかったのだけど、土日のデートが本当に楽しかったから、それが溢れてしまったのだろうか。私としたことが、油断していた。

　私も彼女が嬉しいときや辛いときは顔を見ただけでわかるから、お互いさまだと観念することにする。

「なにかっていうほどのことはないけど、彼氏できたからかな」

　相手が誰とは言えないのがもどかしい。素敵な人なのだと自慢したいが、我慢だ。

　愛梨沙は大きな目を輝かせ、弾けんばかりの笑顔を咲かせる。

「きゃー！　さすが真由！」

「さすがってどういう意味よ」

「この間別れたばかりなのに、もう次の彼がいるんだもん。まぁ、真由ほどの女、男の人が放っておかないよね」

　何度も聞き覚えのあるセリフに、思わず笑いが漏れる。仕事だから気張ってシャキッとしているだけなのに、みんな私を過大評価しすぎだ。

「褒めてもおやつのチョコしか出ないよ？」

「ありがとう。いただきまーす」

　これまでの私は、愛梨沙に褒められても「愛梨沙ほどじゃないのに」と嫌味に感じていた。そしてそれが妬みだと自覚しているので、すぐに自己嫌悪に陥っていた。

　でも、今日はそれがない。休日の間、ずっと睦実が私を称賛し、甘やかしてくれたおかげで、私の自己承認欲求が満たされているのだろう。彼女の言葉を心穏やかに受け取れている。

　愛梨沙に対する憧れや尊敬はありながら、妬みや嫉みで僻んだりはしない。とても清々しい気分だ。

「ところで真由。ちょっと質問なんだけど……」

「なに？」

「彼氏のこと、なんて呼んでる？」

「普通に下の名前で呼んでるよ。なんで？」

　私が尋ね返すと、愛梨沙は下唇を噛んでモジモジし始めた。

「私、猪狩のこと、まだ名前で呼んだことなくて……」

　愛梨沙と猪狩が、未だにお互いを苗字で呼び合っているのは知っている。どうやら彼女はそれが不満らしい。

「名前で呼び合おうって、猪狩くんに言えばいいじゃない」

「今さら恥ずかしくて言えないの」

　付き合っている人と、名前を呼び合う。私には難なくできたことが、彼女には難しいという。なんだか中高生の恋愛みたい。

　無性にかわいく感じられて、私はつい笑いを漏らしてしまった。愛梨沙は頬を膨らませる。

「笑わなくたっていいじゃない。他の人にとっては小さいことかもしれないけど、私には勇気がいるんだもん」

「ごめんごめん。愛梨沙がかわいくて、つい」

「もう！　いいなぁ真由は。私も真由みたいになりたいよ」

　愛梨沙のこういう言葉が、初めて素直に嬉しいと思えた。

　完璧に見える彼女にも不得意や悩みがある。努力をしているのも知っている。

　私たちは勝ち負けを競うライバルではなく、助け合い切磋琢磨する仲間だ。私にも不得意や悩みがあるけれど、補い合える部分があるかもしれない。

　それを思い出すことができてよかった。

　このかわいい親友が、恋人と名前を呼び合えますように。






「藤崎さん。作ってもらったこのライフワンの資料、すごく見やすくてわかりやすかったよ」

　今井課長に呼び出されたのは、翌日の午後だった。ダメ出しされて再提出になると思っていたので、喜びよりも驚きのほうが先に来た。

「ありがとうございます！」

　今井課長は満足げにプリントアウトした資料を眺めている。

「まさにシンプル・イズ・ベスト。カラフルすぎないところがいいね」

「ライフワンは自然派の日用品が主力ですし、商品自体もアースカラーのものが多いので、商品の色展開と同じ色合いでまとめたんです」

「なるほど！　素敵な気遣いをありがとう。先方も喜んでくれると思うよ」

　私はパワーポイントの操作があまり得意ではないから、資料作成には時間がかかるし自信が持てなかった。だから日頃から資料作成のコツを説くコラムや本を読んで勉強していたのだけれど、それがようやくここで実を結んだ。嬉しい。

　睦実が勤めるライフワンの資料だから、特別な気持ちで作ったというのも功を奏したのだろう。仕事に私情を持ち込むのはよくないとは思うけれど、他の会社の仕事をおろそかにしているわけではないから許してほしい。

　睦実と付き合い始めてから、仕事のほうも順調で、生活全体が充実してきた気がする。遊びの恋愛の効果は、思った以上だ。






　この日の午後、睦実はひとりでＤＴＩに来た。予定にはなかったので、急きょ打ち合わせを行うことが決まったようだ。

　今回ミーティングルームに入るのは営業マンと技術者だけで、出迎えも頼まれなかったため、私はまだ彼に会えていない。

　悶々としながら溜まっていた入力作業を片付けていると、社内チャットの通知が出た。差出人は野田だ。

【渡瀬さんがもうすぐ帰る。課長と一緒に見送りに来てほしい】

　心の中でガッツポーズ。やった。少しだけど、彼に会える。

【わかりました】

　課長と一緒にミーティングルームのフロアでエレベーターを降りると、ホールには野田と先輩営業マンがいた。睦実と技術者は、たった今お手洗いへ行ってしまったそうだ。彼らを待つ間、しばしの談笑タイムとなる。

　私は思い至って、野田に愛梨沙が猪狩を名前で呼べずに悩んでいる話をした。

　野田は猪狩と仲がいい。私が野田に話せば、それが猪狩に伝わって、愛梨沙の悩みが解消されるかもしれないと思ったのだ。

　私の話を聞いた野田は、呆れたように笑った。

「あいつら、ほんと世話が焼けるよな」

「どういう意味？」

「猪狩もこないだ同じようなこと言ってたぞ。いい加減名前で呼びたいけど、照れくさくて呼べないんだと」

「ぷっ……くくくく。あのふたり、本当に似た者同士だね」

　職務中の手前、大声で笑えないのが口惜しい。

　私たちが不器用なカップルをアシストする作戦を立てている間に、睦実と技術者がホールへと戻ってきた。

「今井課長、藤崎さん。わざわざありがとうございます」

　仕事用の髪型と営業スマイル。細身のスーツがよく似合っている。

「こちらこそ、いつもご足労いただいてありがとうございます」

　睦実が課長と話し始めた。私は会話にはあまり参加せず、アシスタントとしての振る舞いに徹する。

　私たちが付き合っていることを、ここにいる誰もが知らない。周囲にバレたら面倒なので、黙っておくことにしているのだ。

　欲に負けて彼を見つめたりしないよう、気をつけなければ。

　チャイムが鳴り、エレベーターの扉が開いた。私は最初に乗り込み、操作盤の前へ。次に乗ってきた睦実が、私の真後ろに立った。わずか数十センチの距離がもどかしい。

　我が社のエレベーターには、操作盤の上に中を見渡せる鏡がついている。せめて鏡越しに見られたらと思い視線を上げると、睦実も鏡越しに私を見ていた。目が合った瞬間、彼がふと微笑む。

　胸がきゅうっと熱くなり、全身に甘酸っぱい痺れが伝播する。

　心地よいときめきのおかげで、疲労が吹き飛んだ。

　たった数分でも、会えてよかった。






　睦実を見送り、ＢＳのフロアへ戻った。いい頃合いだったので、そのままみんなで休憩に入ることに。

　ラウンジでお喋りをしていると、ジャケットのポケットに入れていた私のスマートフォンが短く震えた。メッセージが来たようだ。

　ポップアップ表示を確認すると、差出人は【渡瀬睦実】と表示されている。ここにいるみんなに見られるわけにはいかない。私はお喋りを切り上げ、お手洗いへと向かった。誰もいないパウダースペースでメッセージを開く。

【真由、野田さんと仲いいよね】

　彼が気に入っているらしいブタのキャラクターが、ムッと唇を尖らせているスタンプが添えられている。

【うん。同期だからね】

　送信。すぐに既読がついたと思ったら、さっきと同じスタンプが立て続けに三つも送られてきた。

【え、なに？　嫌なの？】

　これはまさか、嫉妬？　私が野田と楽しく話していたから？

【ちょっとね】

　そしてまた、同じスタンプが現れる。

　彼は今、どんな顔でこのメッセージを送っているのだろう。このキャラクターのように、唇を尖らせているのだろうか。

　私はたまらず鏡に頭をぶつけた。ゴッ、と鈍い音が響く。

「はぁ……もう会いたい」

　会ってどんな顔をしているか、この目で見たい。

　会いたいときに会いたいと言えばいいとは言われたけれど、さすがに仕事中は無理だ。わかっているけれど、こんなにももどかしい。

　自分の感情にのぼせてしまいそうだ。

　彼との関係を〝遊び〟と思い続ける自信がない。

　私は今だけでも睦実に嫉妬し続けてほしくて、野田には真剣に付き合っている彼女がいることを、あえて隠すことにした。

















第４章　本当の気持ちを抑えましょう












　私は今、自分で自分に驚いている。

　平日でまだ若干明るいのに、ラブホテルのベッドにいるのだ。






　遡ること三十分前。時刻は午後五時過ぎ。

　仕事を終えて帰宅しようとしていた私は、たまたまいつもより早く退勤できた睦実と、三田線のホームで待ち合わせた。

　平日にデートができるチャンスはあまりない。さあなにをしようか、という話になったところ、彼は私の耳元でこう言ったのだ。

「したい」

　帰宅ラッシュで混み合う駅のホーム。こんなこと、あまり大きな声では話せない。

「え、今から？」

「ダメ？　嫌？」

　仕事は終わっているのだからダメじゃないし、嫌でもない。スーツ姿の彼が淫らに乱れる様を見たいに決まっている。でも。

「ダメじゃないけど、仕事帰りにそういうことをするのは、なんとなく背徳感が……」

　私が嫌がっているわけではないのを察した睦実は、距離を詰め指を絡めて、楽しげに口角を上げた。

「その背徳感がいいんじゃん」






「せっかくならとことんやましくしよう」

　睦実にそう唆そそのかされ、途中駅で降りてお城のような外装のラブホテルに入ったのが十分前。汗を流す程度にシャワーを浴び、ベッドに転がされて現在に至る。

　まさか自分が仕事帰りにこんなことをするようになるとは、思ってもみなかった。

　睦実は私を組み敷く体勢で、楽しそうにニコニコしている。濡れてセットの崩れた髪と、はだけたローブの隙間に見える体がとてもセクシーだ。

「あの、性急すぎませんか？」

「フリータイムつったって、十時までだからね」

「いやいや、まだ四時間あるっ……んぅ……」

　話途中で口を塞がれてしまった。彼の柔らかい唇が、無遠慮に私のあちこちを這い回る。

「俺らが四時間で足りたことあった？」

「それはっ……ないけど」

　最初のときも、ゴージャスなホテルのときも、そして先日初めて彼の自宅マンションを訪れたときだって、理性的に過ごすことはできなかった。

「わかってないみたいだから言うけど、俺ら相性最高なの」

「そうなの？」

　睦実がすごいだけだと思っていた。睦実も私に満足してくれているのがわかって、素直に嬉しい。

「真由相手だと我慢できないんだよ。もう観念して」

　観念なら、もうとっくにしている。自分がだんだんみだりがましくなっていくのが恥ずかしいだけだ。

「私、睦実といるとダメ人間になりそう」

「ダメなことなんて、なにもしてないよ？」

　一生懸命働いたあとに、恋人と愛し合う。たしかに私たちは、法に触れることをしているわけでも、人倫に背くことをしているわけでもない。

　ただ、私の思う〝立派な大人〟の像から外れるだけだ。

　たったそれだけのことなのに、私はなにを恐れているのだろう。

　そう思い至ると急に心が軽くなって、彼との情事に没頭できた。






「ねぇ。この遊びの恋愛、いつまで続ける予定？」

　事後、私は彼の腕の中でそう尋ねてみた。この関係の具体的な期限については、まだ話したことがなかった。

　彼は私の髪をいじりながらたおやかに答える。

「別れるまでじゃない？　恋愛なんだし」

「そっか。なんだか普通の恋愛と変わらないね。楽しいし」

「俺も楽しいよ」

　この恋愛は、私にとっては練習で、彼にとってはリハビリだ。必要なくなったほうが別れを切り出すことになる……ということか。

　睦実は本当に私を大切にしてくれている。だけどそれがリハビリであることを忘れてはいけない。彼がこうして私を甘やかしてくれているのは、いつか本当に好きになった人を上手に愛するためだ。

　この幸福感は偽物で、いつか失う。そのことが私の胸を締め付ける。

「いつか別れる日が来るのかぁ……今は想像できないよ」

　できないし、したくもない。無理に作った笑顔が重い。

「もしかしたら、そんな日は来ないかもしれないけど」

　それって、ずっと私だけを大切にしてくれるかもしれないということ？

　そう聞き返したいのをグッと堪え、自分の感情に蓋をする。

「ねぇ、もう九時四十五分だよ！　起きなきゃ！　帰らなきゃ！」

「もうそんな時間か。やっぱ四時間じゃ足りないなぁ」

「いいから起きて。服着て」

　これは遊びの恋愛だ。本気になんて、なってはいけない。






　四月も下旬になり、ずいぶん暖かくなってきた。

　今月は業務がゴールデンウィーク進行なので、前倒しでやらなければならない仕事がいくつもある。だけど申請が面倒だから残業はしたくなくて、私はいつもより三十分早く出社することにした。

　通勤の際は始発駅の特権を活かして、後発の電車に乗り座席を確保する。着席したらすぐに読みかけの文庫本を取り出し、栞を挟んだページを開く。

　先月電車通勤になってから、読書は私の日課になった。小説の続きに夢中になっているうちに、電車はいつの間にか動きだしている。

　いつもなら降車駅まで集中して読み続けるのだけれど、今日はキリのいいところまで読んでいったん本を閉じた。今日はこの時間帯に電車に乗る睦実と、車両内で待ち合わせをしているからだ。

　睦実の乗車駅に到着。人の出入りが多い中、彼は人をかき分けまっすぐに私のところに来てくれた。

「おはよう睦実」

「おはよ」

　車両内は大混雑。私は座っており、彼は立っている。うるさくしてはいけないので、お喋りはここまで。近くにいるだけなのだが、直接顔を見られるだけでも嬉しい。

　睦実は多忙だけれど、私に会う時間を積極的に取ろうとしてくれる。彼氏力というか、彼女を喜ばせる能力が高い。

　平日は多忙。休日は私にべったり。浮気を警戒していたけれど、そんな素振りはまったくない。もしかしたらオトモダチと連絡くらいは取っているのかもしれないが、少なくとも会ってはいなさそうだ。

　女遊びをあっさりやめられたのだから、リハビリなんて必要ないのでは。

　そんなことを考えているうちに読書のほうに集中できなくなって顔を上げた。私の視線に気づいた睦実がスマートフォンから私に視線を移し、ニコッと笑顔を見せる。

　自分の頬が勝手に緩んだのがわかった。心の中がじんわり温かくなる。

「席交代しようか？　睦実のバッグ、重いでしょ」

「俺は大丈夫。真由が座ってて」

　彼の手が私の頭と頬を軽く撫で、つり革へと戻っていく。

　近くにいる女子高生が、私たちのやりとり……というより、睦実の私に対する扱いをうらやましげに見ている。きっと学校に到着したら、クラスの友達に「さっき電車でイケメンのサラリーマンが――」と話して盛り上がるのだろう。

　睦実といると、私は自分がヒロインになったような気分になれる。

　毎日こんな風に通勤できるのなら、連休が明けてからもこの時間の電車に乗ろうかしら。そのためなら早起きを頑張れる気がする。






　駅で睦実と別れ、ＤＴＩ本社ビルへ。

　いつもより三十分も早く来たので、いつもの時間は混雑するセキュリティーゲートもさぞかし人が少ないだろうと思いきや、同じ境遇と思われるアシスタントたちが多く出勤しているようで、変わらず混雑している。

　ＢＳのフロアに着くと、ちょうど愛梨沙も別のエレベーターから出てきた。

「真由。おはよう」

「あ、愛梨沙。おはよう。愛梨沙も連休前の調整？」

「うん。残業にすると申請が面倒だから、早く来たの」

「私も一緒」

　我が社の大型連休は年に三回。昨年は新人研修のため五月の中旬まで連休自体がなかったので、これが社会人になって初めてのゴールデンウィーク連休だ。

　愛梨沙と猪狩は初めてふたりで旅行をするそうで、絶対に仕事を残さないと張り切っている。

「真由は？　新カレと旅行とかしないの？」

「残念ながら今回は無理。彼、実家のほうで結婚式があるんだって」

　仕事にかこつけて何年も帰っていなかったから、このタイミングで家族孝行をしてくると言っていた。

　連休中にデートできないのは残念だけれど、私と付き合うより前に決まっていた予定だから仕方がない。結婚式も家族孝行も大事だし。

「そっか。彼の実家ってどこにあるの？」

「宮城」

「宮城かぁ。お土産が楽しみだね」

「うん」

　睦実とは帰省の前後でお泊まりの約束をしている。しばらく会えない分、充電させてもらうつもりだ。

　その際、ワガママの練習の一環として、お土産をたっぷりおねだりするよう言われている。宮城土産といえば萩の月と笹かまぼこくらいしか思い出せない私は、ワガママのために彼の故郷について学習しなければならない。

「じゃあ、連休に向けて頑張りますか」

　私が拳を突き出すと、愛梨沙も拳を当てて応える。

「うん！　頑張ろう！」

　私たちは互いの健闘を祈り、各々の課の部屋へ入った。






　連休進行の業務を乗り切り、ゴールデンウィークに突入した。

　睦実に会えない休日を、買い物をしたり美容系のサロンに行ったりして過ごす。次に睦実に会うときに、少しでも綺麗だと思ってもらいたい。

　睦実は帰省している間も、変わらずマメに連絡をくれた。

【新幹線乗った。超混んでる】

【実家からの景色。田舎でしょ？】

【結婚式仕様のスーツ。どう？】

　とりとめのない画像付きのメッセージは一日に何度も送られてきたし、電話も毎日欠かさなかった。平日になかなか会えないことを思えば、かえっていつもより接している時間は長いかもしれない。

　私が寂しさを感じる間もなく、睦実は東京に戻ってきた。大きな紙袋いっぱいに、私へのお土産を買って。

「多すぎない？　私、こんなにリクエストしてないけど」

　私が欲しいと伝えたのは銘菓や名産品を四つほど。それでも頼みすぎたと思っていたのだけれど、紙袋の大きさと膨れ具合を見る限り、食べ物を中心に十点は入っている。

「土産屋に入ったら、どれもこれも買ってあげたくなっちゃって」

　呆れを通り越して引き気味の私に対し、睦実は満足そうだ。

「嬉しいけど、賞味期限内に消費できるかなぁ」

　実家暮らしで家族がいるとはいえ、食べきるまでにはしばらくかかりそう。

　薄々感じていたけれど、睦実はギバー体質だ。私にすらこうなのに、本気の相手にはどれだけ与えるのだろう。

「それと、もうひとつ」

　睦実はそう言って、また新しく包みを取り出した。

「え、まだあるの？」

「袋に入れたのは、どっちかといえば真由の家族向け。これは真由だけに」

　手渡された包みは、和柄の封筒だった。シールを丁寧に剥がし、開封する。

　中に入っていたのは、銀杏の形を模した漆器だった。枝の部分を長くカーブさせた独特な形状をしていて、黒から赤へのグラデーションが施されている。

　葉の部分には金と鮮やかな螺鈿らでんで蝶が描かれており、とても美しい。

「なにこれ、すっごく綺麗！」

「玉虫塗たまむしぬりの栞だよ。真由、通勤のときは本を読むみたいだから、毎日使ってもらえるかなって」

「へぇ、これ栞なんだ。めちゃくちゃ高級そうだけど」

　今のところ栞にはこだわりがなく、書店が挟んでくれる紙のものを使っている。この美しい漆器の用途が本に挟むだけだなんて、なんだか恐れ多い。

「お目が高いね。似たような土産物もあるんだけど、これはちゃんとした漆器屋が作った伝統工芸品なんだ」

「本当に高級品じゃん！」

「大したことはないって。でも漆器なんて買ったの初めてだったし、選ぶの楽しかった」

　ツヤツヤの栞をよく見ると、光の加減で微妙に色合いが変わる。その色調がタマムシの羽の色合いに似ていることから玉虫塗と呼ばれるようになったそうだ。

「嬉しい。ありがとう。毎日大切に使わせていただくね」

　早くこの栞を使いたい。今の今までもうすぐ連休が明けることを憂鬱に感じていたのに、早く明けてほしくなった。

　次の通勤が楽しみだ。電車の窓から差し込む太陽光にこの栞をかざすと、きっともっと美しいに違いない。

　想像しながらうっとり栞を見つめていると、するりと手から奪われていった。睦実は栞をもとの封筒へ収め、テーブルへ置く。

「栞を気に入ってくれたのは嬉しいけど、そろそろ俺に構ってくれる？」

　そう言って私の両頬に手を添え強制的に彼のほうを向かされたと思ったら、私が言葉を発する前に唇を重ねられた。

　もうすぐ付き合って一ヶ月になるのに、睦実とキスをすると未だにドキドキする。もう何回したかわからないくらいしているはずなのに、とろけるような彼のキスに慣れる兆しがない。

「……栞に嫉妬することないじゃない」

「うるさい。俺は早く真由を触りたいし嗅ぎたいんだよ」

「嗅ぐのはやめて」

「やだよ。真由のにおい、好きなんだ」

　睦実は私のことが結構好きなのだと思う。たぶん、自惚れじゃない。

　愛とか恋とは違うかもしれないけれど、女として好かれているとは思う。

　私も睦実が好きだ。彼がしてくれるように、私も彼を大切にしたい。

　本当の恋愛ではないけれど、私たちの間にはちゃんと絆が育まれている。






　私は、小さい頃に「ショートカットが似合うね」と言われて以来、ずっとショートカットだった。自ずと着る服も、ショートカットに似合うボーイッシュなものばかりになった。

　誰が言い出したかはわからないけれど、〝女バスのイケメン〟と呼ばれるようになったのは、キャプテンに就任してすぐだった。校内で不良に絡まれていた部の後輩を助けたのをきっかけに、学校一のイケメンよりモテる女子として学校中に名を馳せた。

　正直、好かれているのだから、悪い気はしなかった。私を支持する女子たちは、私が少女マンガのヒーロー的であればあるほど喜んだ。

　成績優秀で、スポーツもできて、正義感に溢れた、優しいイケメン。

　そんな自分になろうと、私は努力した。家でたくさん勉強したし、部活では誰よりも練習をした。怖くても悪事には立ち向かったし、自分が苦しくても人を思いやった。

　私を好きだと言ってくれるみんなの期待に応えたかった。期待を裏切ってがっかりされたくなかった。

　無理に中性的であろうとしたのは中学のときだけだけれど、この時期にかけた〝期待には応えなければならない〟という自己暗示は、今でも私の潜在意識の中で猛威を振るっている。

　こうすべきだ。こうしたほうがいい。こうすればうまくいく。

　そう思うと、自分の気持ちを無視してでもそうしようとしてしまう。

　悪いことではないけれど、自分の気持ちを大切にすることも必要だと、睦実が教えてくれた。

　私はうまくワガママを言えるようになっているだろうか。それとも、適度にワガママを言うべきだと意識することも、私の悪い癖にあたるのだろうか。

　睦実はいつも私がワガママを言う前に求めている以上のものをくれるから、自分が幸福に近づけているかどうか、まだよくわからない。






　連休が明け、また慌ただしく充実した日々が始まった。

　結局朝の通勤は元の時間に戻したので睦実とは会わないけれど、読書が彼を感じられる特別な時間になっている。

　朝日に照らされた玉虫塗の栞は想像以上に綺麗だ。おかげで読書もさることながら、お返しになにをプレゼントするかを考えるのも楽しい。

　この美しい栞は、私の心を満たしてくれる宝物になっている。






　次の休日。私は睦実に「買い物に付き合ってほしい」と頼まれ、一緒に大きなショッピングモールにやって来た。

　この辺りのメインスポットでもあるここには、友人同士から子供連れのファミリーまで幅広い層の人々が集まり、買い物を楽しんでいる。このあと広場で芸能人が登壇するイベントが催されるようで、驚くほどの大混雑。手を繋いでいないと睦実とはぐれてしまいそうだ。

「なに買うの？」

「ベビー用品。同期夫妻にもうすぐ子供が生まれるんだ」

「そうなんだ。お祝い？」

「うん。実際に買うのは生まれて男女がわかってからにするつもり。今日は下見なんだけど、真由に一緒に選んでもらえたらなって」

　ふたりでベビー用品店に入る。当たり前だけれど、中には夫婦や小さい子供連れのファミリーが多い。きっと私たちも夫婦に見られているんだろうなと思ったら、ちょっと嬉しい気持ちになった。

　将来、睦実はどんな夫、どんなパパになるのだろう。子供を抱える彼を想像すると、勝手に頬の筋肉が上がる。

「ロンパースはどうかな。赤ちゃんって一日に何度もお着替えするんでしょ？」

「なるほど。汗もたくさんかくだろうし、ミルク吐いたりオムツから漏れたりもするらしいからな」

「デザインたくさんあって迷っちゃうね。どれもかわいい」

「思ったより安いな。何枚か詰め合わせるか」

　顎に手を添え、ベビー服の前で真剣に悩んでいる彼が素敵だ。私の栞のときもこんな風に悩んでくれたのだと思ったら、余計に頬が上がる。

　女遊びをする男はみんなだらしなくて薄情なゲス野郎だと思っていたけれど、睦実はストイックで思いやりがあり、情に厚い。

　何年も遊んでいたことのほうが、今となっては信じがたい。






　お祝いの目星がついたので、私たちは他のコーナーへ。

　ベビー用品以外にママ向けの商品も多数あり、追加でプレゼントしてはどうかという話をしていたとき、私の知らない男性が声をかけてきた。

「あれ、渡瀬じゃん」

「え、田所たどころ？」

　どうやら睦実の知り合いらしい。年も彼と同じくらいであると見受ける。

「独身のくせに、こんな店でなにやってんの？」

「おまえらの出産祝いの下見だよ」

　ずいぶん親しげだなと思っていたら、なんと彼こそが今度お祝いを渡す予定の同期のようだ。こんな偶然があるもんだ。

「うお、マジ？　くれんの？　ありがとう。つーかこの子はもしかして？」

　彼の視線が私に向く。睦実は同期に見つかって恥ずかしいのか、ちょっとぶっきらぼうに答えた。

「彼女……」

「うおおぉぉ！　やっぱり！」

　穏やかな睦実と違って、テンションが高い人だ。だけど人のよさが顔に表れている。見た目通りの人なのだろう。

　私は軽く頭を下げた。

「こんにちは、はじめまして」

「はじめまして。渡瀬の同期の田所です」

　田所さんと挨拶をし合っていると、お腹の大きい女性がこちらに近づいてきた。艶のある黒のロングヘアをひとつに束ね、おおぶりのピアスをつけている。メイクもしっかりめで、カッコいい系の美人だ。

「あれ、渡瀬くん？」

「ああ、沖おきさん。久しぶり」

「産休入ってから会ってないし、本当に久しぶりだよね」

　彼女が田所さんの奥さんのようだ。沖さんと呼ばれたが、呼び慣れた旧姓だろう。同期夫妻と聞いていたが、夫婦揃って睦実とは打ち解けた関係らしい。

「こちらは、渡瀬くんの彼女さん？」

「あ、はい。藤崎真由と申します。はじめまして」

「はじめまして。田所の妻の佳奈恵かなえです。さすが渡瀬くん。彼女、綺麗な人じゃん。よかったね！」

　綺麗な人に綺麗と言われて、私は心中で舞い上がる。睦実をよく知る人にお似合いだと認めてもらえたようで嬉しい。

「だろ？　女関係全部清算して口説き落とした」

　睦実の言葉に、旦那さんのほうがさらにテンションを上げる。

「そうそう。あの渡瀬がついに！　って、会社でも話題に……あ、彼女の前でごめん」

「いえ、大丈夫です。以前の彼のことは知ってますから」

　彼の女癖の悪さは会社にも知られているようだ。うちの野田でさえ知っているのだから当然か。

「渡瀬くんにちゃんと特別な人ができて本当によかった。私たち、ずっと心配だったんだからね」

　奥さんの佳奈恵さんも、祝福の笑みを浮かべている。睦実もいい同期に恵まれているようだ。

「……それはどうもすんませんでしたー」

　あれ？　睦実の笑顔が、いつもと違う。

　睦実の佳奈恵さんへの返答と笑顔に違和感がある。どこがどうおかしいというわけではない。でも、なにかが違うのだ。

　同期と接するときは、いつもこんな感じなのかもしれない。特に今日は彼女連れだから、照れが混じって笑顔が硬くなっているだけということもある。

　……でも。

　私の〝女の勘〟が勝手に余計な仮説を導き出す。

　だけどそれを確認するのはいけない気がして、私はその仮説を呑み込んだ。






　田所夫妻と笑顔で別れ、私たちは睦実の自宅へ向かう電車に乗った。

　会話は少ない。〝人混みで疲れたから〟というそれらしい口実があるが、明らかにいつもの私たちと雰囲気が違っている。

　電車を降り、駅前のスーパーへ。今日はもともと、ふたりで料理をしようという約束だった。

　メニューは睦実のリクエストでオムライス。鶏肉と玉ねぎ、ケチャップ、そしてビールまで買うと、まあまあの重量になる。買い物袋は睦実が持ってくれた。

　睦実はいつも通り優しい。でも口数が明らかに少ない。

　口を開くと呑み込んだ仮説が出ていきそうで、私も無口になっている。

　私たちの間に漂う静かな空気に耐えられず、私は彼の住むマンションまでの道中で、とうとう仮説を漏らしてしまった。

「ねぇ、睦実」

「ん？」

「佳奈恵さんのこと、好きなの？」

　睦実は口を結び、質問に答えなかった。答えなかったというより、否定しなかったと表現するほうが正しい。

　傷ついたような彼の表情に、私の胸が杭を打ち込まれたように激しく痛む。

　心臓が嫌な感じに鼓動を強め、拍動に合わせて視界が揺れ始めた。

　呼吸が浅くなり、いろんな意味で苦しい。

　全身がこんなに反応してしまっては、もう認めざるを得ない。

　私はもうとっくに、遊びだなんて割り切れないくらいに。そして、練習だリハビリだとそれっぽい言葉でごまかせないくらいに。

　睦実を本気で好きになってしまっている。






　睦実が佳奈恵さんのことについて話してくれたのは、料理を始めてからだった。

「俺が女にだらしなくなったのは、失恋したのがきっかけ」

「失恋相手は、佳奈恵さん……だよね？」

　睦実は玉ねぎを刻みながら、口角を上げて首を縦に振った。

　胸がまたズキンと疼くが、私は平静を装う。

「告白して振られたの？」

「いや。それにすら至らなかった。告白しようと決めていた日に、田所と付き合い始めたって報告されたんだ」

　聞いてみれば、とても美しくて悲しい恋物語だった。

　睦実は入社当初から、快活で垢抜けている佳奈恵さんに惹かれていた。気は強いけれど愛嬌もあり、人懐っこいけれど面倒見もいい、とにかく素敵な人なんだそうだ。

　ある日、睦実が体調不良にもかかわらず仕事を頑張っていると、佳奈恵さんがそれに気づき、看病というほどではないが、あれこれ世話をしてくれた。

　睦実は、もうこの子しかいないと思った。

　しかし。

「みんなにはまだ内緒なんだけど、渡瀬くんには一応ご報告。私ね、田所くんと付き合うことになったんだ」

　よりによって、相手は親友ともいえる田所さん。幸せそうな顔で報告を受けた睦実は、笑顔で祝うしかなかった。

「え、マジで？　そっか。おめでとう」

　それから睦実は、佳奈恵さんへの気持ちに蓋をしながら、ふたりの幸せをそばで見守り、支え続けた。

　田所さんが佳奈恵さんにプロポーズしたいと言ったときは協力したし、結婚式では新郎新婦の同僚代表としてスピーチまでした。

　他の女性に目を向けていないと、やってられなかった。

　だからたくさんの女性と遊びまくった。そうしていれば、佳奈恵さん以上に好きになれる人とも出会えるのではないかという期待もあったらしい。

　だけど今こうして私なんかと遊びの恋愛をしているのだから、そういう人は見つからなかったのだろう。そして、ふたりの幸せな様子に心を乱されてしまう程度には、失恋を引きずっている。

「今でも好きなの？　佳奈恵さんのこと」

「そういう気持ちはもうないよ。でも、まだ吹っ切れてないんだろうな」

　吹っ切れていないのは失恋の傷が癒えていないからなのではないかと思う。ずっと幸せなふたりのそばにいたのだ。傷をえぐられ続けていたのでは。

　私はできるだけ穏やかな表情を作り、彼が刻んだ玉ねぎと鶏肉をフライパンへ投入した。

「真由、同期の子に嫉妬してるって話、してくれただろ？」

「うん。したね」

　たしか、この関係を始めた日の電車の中だった。

　睦実は包丁やまな板を洗いながら続ける。

「俺と同じだと思ったんだ。俺もずっと、親友の幸福を心から祝福できなかった。俺の好きな人と幸せになっていくのが妬ましかったんだ。そんな自分が、ものすごく嫌だった」

「睦実……」

「俺はたぶん、真由と傷の舐め合いがしたかったんだと思う」

　――傷の舐め合い。

　空々しい言葉に、私はひどくやるせない気持ちになった。

　私は、もしかしたら彼も私のことを好きなのかもしれないと、そうだったらいいなと、淡く期待していた。

　毎日マメに連絡をくれるし、誰より私に優しくしてくれる。大きなプロジェクトを抱えて忙しい中ここまでしてくれるのだから、きっと私のことを本当に大切に思ってくれている。

　私が彼を思うほどでなくとも、少しくらいは……と。

　睦実が私を大切にしてくれているのはリハビリであって、優しいのは性分だ。私だから特別というわけではない。それを忘れていた。

　ちょっと頭を冷やそう。自分がこれ以上、無様に自惚れたりしないように。

　飴色になった玉ねぎと鶏肉の中に、コップ一杯程度の白ワインを加える。睦実は私が豪快に白ワインを入れたことに驚いたが、炒める過程でフライパンにこびりついた旨味を煮溶かす、デグラッセという調理法だと説明したら感心してくれた。

　デグラッセを終えたらケチャップや砂糖で味をつけ、塩コショウで味をととのえる。いったんソースを作ってから硬めに炊いた米を投入し、チキンライスに仕上げるのが私流だ。

「私ね、最近あんまりその同期の子に嫉妬しなくなったんだ」

「そうなの？」

「睦実のおかげだよ。睦実が私のことをたくさん慰めてくれて、甘やかしてくれて、それが幸せで。満たされてるから、他人をうらやましく思わなくなったの」

「そっか。俺やるじゃん」

　ようやく彼の笑顔が見られてホッとした。

　コンロの火を止める。チキンライスは完成した。あとは卵で包んで完成だ。

「だからね、私も、睦実にとってそんな存在になりたい」

「真由……」

　力強く抱きしめられ、私も彼に応える。

　この体温が、においが、感触が、たまらなく愛しい。

「ねぇ、睦実。私、睦実になにをしてあげたらいい？」

　私を、佳奈恵さんと同等に好いてほしいだなんて言わない。

　ただ、大好きなあなたの役に立ちたい。苦しみを取り除いてあげたい。

「たくさん慰めてほしい。今日は俺を甘やかして、俺のワガママ聞いてほしい」

　それはすべて、ずっと睦実が私にしてくれていたことだ。

　彼は私が自分と同じことで苦しんでいると知っていた。だから自分がしてほしいことをすれば私の救いになると、わかっていたのかもしれない。

　だから、今度は私の番だ。

「いいよ。睦実のためなら、なんでもしてあげる」

　睦実が求めていたのは〝傷の舐め合い〟。

　これまでは私がいたわってもらうばかりだったけれど、今日は私が精いっぱい彼をいたわろう。他の誰でもないこの私が、彼の救いになれることを信じて。

　早く彼が失恋の苦しみから解放されることを、心から願っている。

















第５章　不毛な恋から離れましょう












　茂る若葉の色が濃くなり始めた五月中旬。

　研修所での長い研修を終えた新入社員のうち、今年もふたりＢＳ３へとやって来た。彼らはまだ仮配属だが、私や野田にとっては初めての後輩だ。地味なリクルートスーツが初々しくて微笑ましい。

　今年も男女がひとりずつ入ってきたのだが、今年は女子のほうが営業職、男子のほうが営業アシスタントに就く予定なのだという。

　教育担当は私よりも先輩の社員が務めるのであまり関わる機会はなさそうだけれど、私も彼女らのお手本になれるように頑張ろうと背筋が伸びる。

　仕事は変わらず充実している。ライフワンのシステム刷新プロジェクトが始まってから多少仕事が増えたけれど、勤務時間内にこなせる程度には仕事ができるようになった。

　自分の成長を感じる。……恋愛以外は。






　睦実への恋愛感情が本物であると気づいて以来、私は睦実にあまりワガママを言えなくなってしまった。

　厳密にいうと、彼に要求をすることはある。しかしそれは、遊びの恋人としてそうするべきだと考え、役割を果たしているにすぎない。

　自分が声を聞きたいタイミングではなく、そろそろ頃合いだなと思えるときに電話をする。毎日「会いたい」とは言えないから、週末の予定が立てやすいタイミングでそう告げる。

　睦実にしつこいと思われたくないから頻度はそこそこに。面倒だと思われたくないから要求は控えめに。

　つまり、〝こうあるべき〟を遵守し役割を果たすことに精を出す恋愛スタイルに戻ってしまったのだ。

　たとえ片想いでも、好きな人と恋愛できるなら幸せなのではないかと思っていたが、とんだ思い違いだった。自分だけが好きという状態は、思ったより精神を消耗する。

　抱き合ってもキスをしても体を重ねても、幸福を感じられるのはその刹那だけで、ひとりになると〝私は愛されていない〟という事実に苛まれるのだ。

　前に睦実に言われた通り、無理をしているからちょっとしんどい。睦実のおかげで手に入ったはずの心の余裕が、睦実のせいでなくなっている。

　睦実に「満たされてるから、他人をうらやましく思わなくなったの」なんて言ったばかりなのに、素敵な旦那さまがいるうえ睦実に想われている佳奈恵さんが妬ましくて仕方ない。彼女が「綺麗な人」と言ってくれたことも、今さら嫌味に感じている。

　あなたのほうがよっぽど綺麗だし、幸せじゃない。

　しょせん私は練習で付き合っているだけの繋ぎで、こういうことでもなければ睦実ほどの男性には見向きもされない惨めな女だよ。

　いつもツンと澄まして顔には出さないようにしているけれど、本当の私は、他人をうらやんでは心の中を妬み嫉みに支配されてしまうような、性格の悪い女なのだ。






　午後三時。高額受注の書類作成を終えた私は、休憩のためにラウンジへ。

　ソファーに腰を下ろす前に、両腕を思いきり上げて上半身を伸ばす。ゆっくり深呼吸して、凝り固まった体に血液が巡らせる。長時間のデスクワークは体に悪い。

「疲れた……」

　気が緩んで、つい口から出してしまった。

　我が社の営業アシスタントに求められるのは、仕事の速さと正確さだ。少しのミスが億単位の損失につながるので、受発注関係の書類作成は特に神経がすり減る。

　息抜きにスマートフォンを確認すると、睦実からメッセージが届いていた。

【今日は早く帰れそう。会えるかな？】

　指は勝手に動く。

【会えるよ！　私はいつも通り退勤できる見込み】

　送信の前に考える。

　どこかおかしくはないか。私の本気が伝わってしまうワードはないか。ちゃんと彼との遊びの関係を楽しんでいる風の文面になっているか。

　確認をして、送信。以前のように反射的には返信できない。

【どこ行く？　なにする？】

　返信はすぐに来た。彼も休憩中なのかもしれない。

　睦実と一緒なら、場所なんてどこでもいいし、なにをしても楽しい。だけど、そう言ってしまうと本気っぽいからダメだ。

　ちゃんとワガママ言わなきゃ。なんでもいいと相手に投げず、自分の意思を示さなきゃ。その練習のために彼と付き合っているのだから。

【美味しいもの食べたいな。気分的にはお寿司】

　自分の言葉の端々に余計な気持ちが感じられないかを吟味し、送信。

　睦実も私のことを本当の意味で好きになってくれればいいのに。

　ネットで〝彼氏を本気にさせる〟と検索したところで、私たちの関係が特殊であるがゆえに、どのコラムも参考にならない。試しに「彼の言動から診断！　本気度チェック」なるものをやってみたけれど、診断結果は危なげなく「本気度一〇〇％」になるのだ。

　スマートフォンが震える。彼のから返信が来たようだ。

【寿司イイね。俺の知ってるとこでいい？】

　睦実は今日もきっととびきり優しくしてくれるだろう。

　仕事帰りに待ち合わせて、美味しいものを食べて、ふたりきりになれるところでイチャイチャして、「またね」と言って別れる。

　どれもこれも全部、睦実が本当は佳奈恵さんとしたかったこと。

　それを思うと、つらい。

「お、藤崎じゃん。休憩？」

　背後から声をかけられ、振り返る。野田だ。外出先から戻ってきたらしい。よっぽど暑かったのか、ジャケットを脱いで袖をまくっている。

「お疲れ。ライフワンに行ってたんだっけ」

　睦実がすぐに返信をくれていたのは、ＤＴＩとの打ち合わせが終わって休憩に入っていたからだったようだ。

　野田は汗を拭いながらラウンジ脇の自販機で冷たい炭酸飲料を購入し、私の対面に座った。ペットボトルを開け、一気に三分の一ほどを飲む。

「暑くなってきたから徒歩移動がダルい。最寄駅が同じとはいえ、反対方向なんだよなぁ」

「本当にお疲れさま。コミュニティサイクルを利用したら？」

「自腹になるけど、そうしようかな。ライフワンには、これから頻繁に行き来することになるし」

　もうすぐ夏だ。気温はすでに二十度後半。街を歩けば半袖の人を見かける。

　睦実と初めて結ばれたのは、まだ厚手のコートが欠かせない三月だった。あれからまだ二ヶ月しか経っていないのに、季節も関係も心境も、めまぐるしく変わっている。

「なぁ、藤崎」

「なに？」

「渡瀬さんとなんかあった？」

　野田の口から彼の名前が出て、私は自分の心が読まれたかと思った。ギクッと肩を震わせてしまったことに、野田が気づいていなければいいのだが。

　私は冷静を装い、笑みを見せる。

「渡瀬さん？　なんで？」

「さっき打ち合わせのあと、渡瀬さんと少し話したんだけど『藤崎さんはお変わりありませんか？』って聞かれてさ」

「え……？」

　私の様子は、よく知っているはずだ。先週末も一緒だったし、昨夜もビデオ通話した。

「俺、怪しいなと思って、『うちの藤崎に、なにか気になる点でも？』って聞いたんだよ。そしたら……」

「そしたら？」

「『メールの文面や電話で交わす言葉から、ちょっと元気がないような気がしたんです』だってよ」

　もしかして、睦実にバレてる？　私が反射的に言葉を交わせなくなっていることに、気づいてる？

「え～、なんだろ。最近彼氏との関係に悩んでるから、それが仕事にも無意識に出ちゃってるのかな。そんなつもりなかったけど、気をつけなきゃ」

　私はヘラヘラ笑ってそう言った。すると野田は、余計に神妙な顔になった。

「え、悩んでんの？」

「まぁ、生きてれば悩むこともあるでしょ？」

　野田は眉間にしわを寄せ、深くため息をつく。いったいなんなの。

「俺、知ってんだよ。藤崎の新しい彼氏が、渡瀬さんだって」

「え……」

　どうして。仕事の関係者には公言しないでおこうって話したのに。どうしても隠さなければいけないわけではないけれど、仕事がやりにくくなる。

「さっき怪しいなと思ったときに、軽く問い詰めて吐かせた。もともと思うところはあったから、やっぱりなって思った」

「そう……」

　睦実はどんな顔で白状したのだろう。この様子だから、野田はきっと敵対的に詰め寄ったに違いない。

「俺、言ったよな？　渡瀬さんはいい噂聞かねーって」

「うん。でもあの人、実はものすごく尽くしてくれるタイプなんだよ？」

　それはもう、まるで自分が本当に愛されていると思えるくらいに。

　惚気たつもりなのだが、野田は本気にしていないのか真顔のままだ。

「でも悩んでるってことは、なんかおかしいところがあるんだろ？」

　野田は脳筋っぽいくせに、鋭くて頭がいい。

「心配しないで。野田が思っているような悩みじゃないから」

　私たちの関係は初めからおかしいところだらけだ。それを承知で付き合っている。私が欲張りなだけ。

「渡瀬さんが本当に誠実だっつーんなら応援するよ。俺はただの同期だし、おまえのプライベートに口出す権利はないけど、とにかく、まじめに恋愛したいなら相手をよく見て考えろよ」

　野田の言葉が胸に刺さる。

　睦実の噂は事実だし、まじめに恋愛をしたいのであれば、今の関係を考え直さなければならないことも確かだ。

　遊びのままズルズル続けたところで、睦実に本命ができたら私だけが傷つく形で別れることになる。

　私は近い将来高い確率で起こり得る不幸を見て見ぬふりして、愚かにも眼前の幸福を貪っている。

「そうだね……。心配してくれてありがとう」

　私はスマートフォンのロックを解除して、睦実とのトーク画面を開き直した。

【ごめん。たった今、同期の子に飲みに誘われちゃった。睦実とは週末に会えるし、今日はそっちに行ってもいいかな？】

　睦実に嘘をつくのも、彼の誘いを断るのも初めてだ。でも、きっと今日は彼とまともに対峙できない。ボロを出すくらいなら会わないほうがマシだ。

　数十秒後、かわいらしいキャラクターががっかりしているスタンプとメッセージが返ってきた。

【そっか、わかった。寿司はまた今度ね】

　その〝今度〟はいつになるだろう。できたら心が整ってからがいい。

　私は動揺をごまかすため、席を立って仕事に戻った。

　認められている休憩時間はまだ少し残っているけれど、これ以上一緒にいたら、野田にもボロを出してしまいそうだった。






　この日の夕方、私は愛梨沙を誘って会社近くの居酒屋に入った。嘘を嘘のままにしたくなくて、〝同期の子と飲む〟という口実を実現させたのだ。

「真由とふたりで飲むの、久しぶりじゃない？」

「そうだね。寮から出て、帰り道が一緒じゃなくなったからかな」

「寮は狭いし早く出たいって思ってたけど、今思えば楽しかったな～」

「だね。いざ出るってなったとき、ちょっと寂しかったもん」

　私たちが入寮したのは、ちょうど一年くらい前だ。私も愛梨沙も五階住まい。エレベーターがないので、毎日息を切らしながら階段を昇り降りしていた。おかげで地下鉄の階段を上るのなんて屁でもないくらい足腰が鍛えられた。当時は嫌だったけれど、ありがたい効果だ。

「それで真由。今日はどうしたの？」

「え？」

「真由が急に誘ってくるなんて珍しいし、なんか様子がおかしい」

「おかしい、かな？」

　野田といい、愛梨沙といい、どうしてそんなに鋭いの？　私、感情を顔に出さないことに定評があるのに。

「私たち、毎日会ってるんだよ。新人研修のときは二十四時間一緒にいて、苦楽を共にしたでしょ？　真由は弱音とか吐かないけど、つらそうだな、くらいはわかるよ」

「愛梨沙……」

　強がっても仕方がない。

　そう悟った途端、急激に目が熱くなり、止める間もなく涙が溢れた。彼女に涙を見せるのは、苦楽を共にした新人研修ぶりだ。

「なにがあったの？　話せる？」

　私は少し迷ったけれど、睦実も野田にバラしたのでおあいこだと思い、話した。

　前の彼氏に振られた日、元カレへの当てつけ同然で体の関係を持ったこと。次に会った日に、お互いの利害のため、遊びの恋愛を始めたこと。そして、次第に彼を本気で好きになってしまったこと。彼の片想いの相手に会って、現実を悟ったこと。

　愛梨沙は隣の部署の所属なので睦実本人を知っているわけではないけれど、相手が取引先の担当者であることは一応伏せておいた。

　愛梨沙は余計な口を挟まず、私の話をじっくりと聞いてくれた。思い返せば、私は彼女の話を聞くことはたくさんあったのに、自分の話をここまであけすけに語るのは初めてだ。

「――というわけで、今日は彼とまともに話せる気がしなくて、愛梨沙を断る口実に使いました。ごめんなさい」

　不甲斐ない私の話に彼女がどんな反応をするか、ちょっと怖い。

「謝ることないよ。そういうときは私を頼って」

「ありがとう」

「でもね、私、納得いかない」

「……彼との関係のこと？」

　愛梨沙はまじめな顔で頷いた。胸がズンと痛む。

　私は浅はかだ。睦実との関係は人に褒められたものではないと承知しているのに、心のどこかで愛梨沙に応援してもらえることを期待していた。

「私たち、もういい大人でしょ。不毛な片想いに時間を使ってる場合じゃなくない？」

「不毛かな。一応、恋愛スキル向上のための練習でもあるんだけど」

　愛梨沙は握った拳で軽くテーブルを叩いた。ドン、と軽く音がして、食器類が小さく震える。

「真由に練習なんて必要ないよ。自然体の真由が心地よく一緒にいられる人、絶対にいるはずだもん。そういう人を探そうよ！」

　愛梨沙の力説に、私は頭をガツンと殴られたような衝撃を受けた。

　練習なんて必要ない。自然体の私が心地よく一緒にいられる人がいる。

　これらは私自身の魅力を認めてくれる嬉しい言葉であると同時に、私と睦実の関係を全否定する言葉でもある。

　睦実に告白のようなことをされたとき、「きみは恋愛を楽しむことを覚えたほうがいい」と言われて腑に落ちた。「〝彼女〟とは課せられる役割じゃなくて、許される特権なんだ」と言われて目が覚める思いがした。

　たとえ彼の甘い言葉や彼との甘いひとときが偽物だったのだとしても、私たちの関係が、練習が、リハビリが、無意味だったとは思いたくない。

　だけどそれはただの願望であって、正解かどうかは別の話だ。

「ありがとう愛梨沙。私、彼とのこと、ちゃんと考えてみる」

「うん。偉そうにいろいろ言っちゃったけど、どうするかは真由の自由だよ」

「わかってる」

　愛梨沙に話してみてよかった。グサッと刺さる言葉もあったけれど、「彼に振り向いてもらえるように頑張りなよ！」など、耳触りだけよくて的外れなアドバイスをされるより、ずっと沁みた。

　束の間の幸福を取って彼との関係を継続するにしても、次に進むために関係を絶つにしても、いったん自分の中で決心しよう。

　自分自身の人生は、自分の責任で歩んでいくべきだ。

　私たちの関係において、私は選択を睦実に預けすぎていた。






　睦実の誘いを断って数日。休日である今日は、予定通り彼とのデートだ。

　あれから今日まで、睦実は毎日何度も連絡をくれた。仕事の合間のメッセージはもちろん、帰り道の電話も、帰宅してからのビデオ通話も。

　連絡をくれる頻度が上がっているのは気のせいではないと思う。ここのところ、私が返信に手間取ったり気軽に電話できなくなったりしているから、変化に気づいて心配しているのかもしれない。

「今日も俺んちでよかったの？」

「ここがよかったの。ゆっくりしたかったから」

　そう言って彼に甘えてしなだれかかると、嬉しそうに応えてくれる。幸福感で満たされ、心の中で渦巻く迷いが見えなくなる。

「ゆっくり……できるかなぁ」

　睦実が私を抱きすくめ、あちこちにキスを落とし始めた。かかる吐息が熱い。彼のスイッチが入ってしまったサインだ。

「まだお昼だよ？　明るいよ？」

「いいじゃん。今さら見られて困るところもないでしょ」

「ここ、ソファーだし……ん……」

「なに言ってんの。もう何度もここでしてるのに」

　こうなったときの睦実は男の色気全開で雄々しい。彼の男性的な骨格としなやかな筋肉の形を目の当たりにすると、私はまんまとその気になる。

「睦実、キスして。唇に」

　彼は私を意のままにしたいとき、唇へのキスを焦らすという手法をよく使う。

　最初は腹が立ったけれど、焦らされたあとにくれる甘いキスの刺激が病みつきになって、今では焦らされるのも悪くないと思っている。

　私はいつの間にか、睦実色に染められてしまった。

「ねぇ、してってば」

「真由、すっかりおねだり上手になったね。かわいい」

「練習の成果かな？」

「そうだよ。だからもっと俺に甘えて。真由のしてほしいこと、なんでもしてあげる」

　だったら今すぐ私のことを、本当の意味で好きになって。

　……なんて口走りそうになったけれど、喉元で止めた。

「睦実はどうしてそんなに尽くしたがりなの？」

「尽くしてるんじゃなくて、俺がかわいい真由を見たいだけ。いつもクールな真由がこんなにかわいくなることを、俺だけが知ってるのがたまらない」

　そう、睦実だけ。きっとこの先、あなた以上に甘やかしてくれる人なんて現れない。

　甘えるのがこんなに幸福なことだと知れてよかった。

　愛梨沙は私に練習なんて必要ないと言ったけれど、甘えは悪だと思っていた私には、彼との練習なしでは得られない幸福だったと思う。

　この幸福を手放したくない。睦実との関係を失いたくない。

　だからもう少し、このままで。






　翌日、お昼前。

　睦実がクリーニング店にワイシャツを取りに行っている間、私が簡単にランチを作ることになった。

　キッチンのタオルを交換するため、タオルを収めているクローゼットへ向かう。その途中、雑に放置されている仕事用のバッグを誤って蹴ってしまった。

　ファスナーが開けっ放しになっていたので、衝撃で中身がいくつか飛び出た。名刺入れ、筆箱、手帳。手帳に挟まれているものが、はみ出して半分ほど見えている。

　色合い的に、写真だろうか。

「……え」

　私は反射的に声を発した。

　写っているのは、白い歯を見せて笑う佳奈恵さんだ。

　おそらく会社で撮影したものだろう。見えているのは写真の半分ほどで、他にも何人かが一緒に写っている。

　だけど、そんなことは関係ない。問題は、睦実が佳奈恵さんの写真を大事に持ち歩いているということだ。

　見ていられなくなって、笑顔の彼女を手帳の中に押し込んだ。バッグから出たものを急いで戻し、ファスナーを閉める。

　――どっくん、どっくん、どっくん……

　鼓動が轟き全身が脈打っている。胸が苦しい。泣いてしまいそうだ。

　睦実は弱さを見せたあの日以来、元通りに元気だった。私にうんと甘えたことで、彼女への未練と決別できたのではないかと思っていた。

　私はとんだ自惚れ女だ。

　心の中で嫉妬が渦巻き、奥底に眠っていた憎しみが舞い上がる。こんなことであの美しい人を憎らしく思う自分が、ものすごく情けなくて嫌だ。

　私はこれから、佳奈恵さんへの未練を目の当たりにするたびにこんな気持ちになるのだろうか。そんなの無理。耐えられない。

「……ダメだ。心、折れちゃった……」

　私のひとりごとが、睦実のいない部屋に響く。

　別れを決意した私は歯を食いしばり、深呼吸をして立ち上がった。

　クローゼットからタオルを出し、余り物を使って料理を始める。

　彼がクリーニング店から帰ってくるまで、あと十分ほど。

　私は涙目をごまかすため、あえて玉ねぎをみじん切りにする料理を作ることにした。






　翌週から、私はできるだけ睦実を避けた。

　電話に出ず、【今ちょっと忙しい】などと言って会話から逃げ、メッセージのやりとりも即レスせずに時間を置くようにした。デートの誘いも予定や仕事があるということにして断り、次の予定も不確定にする。

　はじめの一週間は、睦実も「そういう時期もある」と納得してくれた。でも、さすがに二週目には私がおかしくなっていることに気づいたようだ。

【真由、大丈夫？　なにかあった？】

　睦実からこのようなメッセージが届いたのはランチタイム。私は退勤のタイミングまで焦らして、ようやくひと言こう返信した。

【別に】

　まるで某お騒がせ女優だ。もちろん、わざとやっている。

　近々別れを切り出す際、スムーズに納得してもらえるよう、口で告げる前に察してもらうのが狙いだ。

　あわよくば、向こうから振ってもらえたらありがたい。

　私はこれまでの恋人に振られてばかりだったから、自分から別れ話などしたことがない。でも数多の女性たちと関係を持ってきた睦実は、きっとうまく別れることに慣れているだろう。

　……なんて甘ったれた考えなんだ。我ながら反吐が出る。

　私がこんな風になったのは、甘やかした睦実のせいだ。






　いつもより少し遅れて会社を出た。外は予報通りの雨。

　六月に入ってからずっと天気が悪い。そろそろ梅雨入りするだろう。

　ＤＴＩ本社ビルを出てすぐの入り口から、駅につながる地下道へ降りる。地下道はあまり広くない。退勤したＤＴＩ社員でいつも以上に混んでいる。天気が悪いから、寄り道せずに帰る人が多いのだろう。

　駅に入ると、地下道が一気に広く開ける。開けたらすぐに三田線の改札だ。

　いつもならまっすぐその改札を抜けるのだけれど、今日は改札の前で足を止めざるを得なかった。改札のすぐ横で、睦実が私を待ち構えていたのだ。

「……お疲れ、真由」

「睦実……どうして」

　緊張で変な汗が滲む。まさか、待ち伏せされるとは思わなかった。

「どうしてって、明らかに避けられてるから」

「それはっ……たしかに避けてたけど」

　仕事は？　忙しいのに、私のためにわざわざ無理に切り上げたの？

「ここは人が多すぎる。とりあえず家のほうに向かおう」

　帰宅ラッシュの電車に乗り、睦実の自宅の最寄駅で降りた。電車に乗っている間も、駅からマンションまでの道中も、私たちはほとんど無言だった。

　別れ話をしなければいけないと思うと気が重い。ものすごく気まずい。

　雨が降っていてよかった。傘と傘で空いた距離が、無言でいる口実になる。

　睦実は見るからに不機嫌な顔をしている。ちょっと怖い。

　付き合い始めて約二ヶ月。私たちはまだケンカをしたことがない。彼の怒った顔を見るのは初めてだ。

　マンションに到着。オートロックを解除する彼の手つきがいつもより乱暴だった。エレベーターに乗っている間の沈黙が重くて、息をするのも緊張する。

「入って」

「お邪魔します……」

　彼の部屋に入ると、嗅ぎ慣れたにおいに包まれた。この部屋には幸せな思い出が多すぎる。もうここに来ることもなくなるのだと思ったら、胸がぎゅっと締め付けられる。

「真由」

　靴を脱ぐ間もなく、後ろから抱きしめられた。少し遅れて扉が閉まる音、そして彼が雑に立てた傘が倒れる音がした。

　肩に彼の呼吸を感じる。これから別れ話をするのに、全身が彼を好きだと言っている。

「睦実。放して」

「嫌だ」

「話、できないでしょ？」

「できるだろ」

　彼の腕に力がこもっているのがわかる。私を解放するつもりは微塵もないようだ。

「睦実」

「……聞きたくない」

　私がなにを言おうとしているのか、彼はもうわかっている。

　それを聞きたくないと思ってくれているのは、彼が私との関係を継続したいと思ってくれているということだ。それは嬉しい。

　睦実が好きだ。大好きだ。

　でも、私はもう佳奈恵さんへの嫉妬に苦しみたくない。

　だから。

「私と別れて。遊びの恋愛、終わりにしたいの」

　睦実が私の肩口で息を呑む。私を包む腕にも、より力が入った。

「……どうして？　俺、なんかした？」

　私は首を横に振る。でも本当のことは言いたくない。

　下駄箱の上の鏡に私たちが映っている。私のほうが片想いをしているのに、彼のほうが私に縋っているみたいで笑える。

「私、わざわざ練習なんかしなくても、今のままの私を気に入ってくれる人を探すことにしたの」

「……つまり、俺と付き合う意味がなくなった？」

「意味っていうか、メリットがなくなったかな」

　好きな人と一緒にいられる幸福と、好きな人の想い人に心を折られる不幸を秤にかけたら、不幸のほうに傾いた。

　メリットなんてドライな言葉を使ったのは、私たちの関係が利害一致によって成り立っていることを忘れていないとアピールするためだ。

「睦実。今までありがとう。失恋した私を立ち直らせてくれてありがとう。甘え方を教えてくれてありがとう。遊びの恋愛だったけど、睦実のことは大好きだった」

　鼻の奥がツンとして、目に涙が溜まる。声が詰まり、無理に出したら震えてしまった。

　それに気づいた睦実が私の顔を覗き込む。目が合ったのをきっかけに、触れるだけのキスを交わす。

　ふたりきりのときに目が合えば、こうしてキスを交わすのが自然と習慣になっていた。睦実は日常ではキス魔だ。だから焦らされたときに冷静でいられなくなる。

「俺も、真由が大好きだよ。いつもシャキッとしててカッコいいし、美人だし、無防備な寝顔はすごくかわいい。料理上手なところも最高。真由はこれまでに俺が出会った誰よりも、素敵な女性だと思ってる」

　彼の言葉を聞きながら、私は目から涙をこぼしてしまっていた。

　きっと大げさに言っているだけ。それでも嬉しい。

　私を抱きしめていた彼の腕が緩む。正面から向き合って、もう一度抱き合ってキス。

　苦い苦い、別れのキスだ。

「それじゃあ、またそのうち会社で」

　いつかの彼の言葉を借りたことに気づいているのかいないのか、彼は複雑な表情で口角を上げた。

「はい。また近々おうかがいします」

　私はたまらなくなって、逃げるように彼の部屋を出た。涙を流しながら一目散にエレベーターへ。下りのボタンを押すと、すぐに扉が開いた。

　設置された鏡に、無様な女の全身が映る。

　湿っぽい梅雨入り前の夕方。

　私は傘で泣き顔を隠しながら、ゆっくり駅へと向かった。

　この道を歩くことは、もう二度とないだろう。
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第６章　本気の恋をいたしましょう












　別れの翌朝。

　愛梨沙は私の顔を見るなり、目を丸くして尋ねた。

「その顔、どうしたの？」

　私がひと言「別れた」と答えると、彼女は口をつぐんだ。

　ひと晩ほとんど眠らずに泣き腫らした顔は、家族どころか自分でも引くくらいにひどい。まぶたが浮腫んで一重になり、メイクも満足にできていないし、別人のような顔だ。目も鼻もティッシュの摩擦で赤くなって、地味に痛い。

〝めちゃくちゃ泣きました〟と顔に書いてある状態で会社へ行くのが恥ずかしくて、今朝は家を出るのを躊躇した。もちろん、こんなことで仕事を休むなんて絶対にしたくないので、ちゃんと出社している。

　ふだんクールぶっている私がこんな顔をしているものだから、周囲も驚いているようだった。腫れ物扱いされていることには、薄々勘づいている。

　プライベートなことで心配をかけて、本当に申し訳ない。私はまだまだ社会人として半人前だ。






　数日が経過した。

　今日はライフワンの関係者が複数我が社に来る予定になっている。もちろん、睦実も。

　しかし困ったことに、私はまだ泣き腫らした顔をしていた。昨夜も睦実との別れを悲しんではしくしく泣いたのだ。

　史哉に振られたときはあっさり立ち直ったのに。私の涙はいつ涸れるのだろう。早くまともな状態に戻りたい。

　私が不甲斐ないコンディションなので、私の出迎え仕事は新入社員たちが代わりにやってくれることになった。今井課長の指示だ。

「戻りました～」

　新人たちがライフワンの方々の名刺を持って出迎えから戻ってきた。

　名刺交換の練習も、しっかりできたようだ。

「おかえり。代わりに行ってくれて、ありがとうね」

「いえいえ。早く仕事を覚えたいですから」

「問題はなかった？」

「なかったと思います」

　いいなぁ。このふたりは睦実に会って、言葉を交わしたんだ。

　睦実はどんな顔をしていたのかな。出迎えが私ではないことを、どう思ったかな。別れてからの数日、これまで私とのコミュニケーションに使っていた時間をどう過ごしているのかな。

　みっともない顔をしているせいで、自分で出迎えできなかったことが悔やまれる。会いたいだなんて、自分から手放した私には思う資格すらないのに。

「藤崎さん」

　女の子のほうが、パッと表情を明るくした。

「ん？」

「ライフワンの渡瀬さんって、すっごくカッコいいですよね！」

　彼女が無邪気に発した名前が、私の胸の傷を刺激する。

「……そうだね」

「まだ若いのに、大きなプロジェクトのリーダーだと聞きました」

「実質的には、ね。書類上は偉い人が責任者になってるから」

「実質的にはってところがいいんじゃないですか。仕事ができるイケメンって、実在するんだなぁ」

　彼女は睦実の名刺を眺め、うっとりしている。横で話を聞いている彼は、彼女のテンションに若干引き気味だ。

「そういう人なら、ＤＴＩにもたくさんいるよ」

「いますけど、みんな彼女がいるじゃないですか。ああ、渡瀬さんは彼女いるのかなぁ」

「うーん、どうだろうね」

　数日前に別れたばかりだよ、とは言わないでおく。

　だって、彼ほどの男だ。

　もう新しい彼女がいるかもしれない。






　結局私がグスグス泣かなくなるまでに、一週間もかかった。

　ようやく職場のみなさんに気を遣わせることもなくなって安心しているのだが、心の中にぽっかりと穴が空いてしまったような喪失感は継続している。

　別れて以来、睦実とのコミュニケーションはビジネスのメールのみだ。電話の用事もないため声は聞いていないし、新人に出迎えてもらって以降は来社もないので顔も見ていない。

　電車で乗り合わせることもない。彼の最寄駅を通過する際はいつも、文庫本に玉虫塗の栞を挟み、顔を上げて彼の姿を探してみる。けれど今のところ、彼を見つけられたことはない。

　梅雨に入り陽の光が感じられなくなったため、玉虫塗の栞は本来の輝きを失っている。私と睦実の間にはもう光が差すことがないと暗示されているようで、もの悲しい。






　働いて帰るだけのつまらない毎日を過ごしているうちに、六月下旬になっていた。

　今日は雨こそ降っていないけれど、梅雨はまだ明けていない。空はどんより曇っていて、いつ降りだしてもおかしくない天気だ。

　いつもの時間に出勤し、社内システムにログインして業務開始。

【６月23日　火曜日】

　そう表示された画面を見て、息が止まった。

　６む・２つ３み。むつみの日。今日は睦実の、二十八歳の誕生日だ。

　睦実は今日をどう過ごすのだろう。

「いやいや、もう関係ないんだし……」

　声に出さず、口の動きだけで自分に言い聞かせる。

　彼の誕生日を祝いたかった。プレゼントを渡して、一緒にケーキを食べたかった。

　なにをプレゼントしようか、いろいろ考えていたけれど、決められないうちに別れてしまった。

　もう個人的にプレゼントを贈れるような間柄ではない。

　おめでとうと気軽にメッセージを送れる関係でもない。

　それが歯がゆくて、私は一日中モヤモヤしながら仕事に励んだ。






　ほぼ定時で業務終了。デスクを片付けてＢＳ３のオフィスエリアを出ると、ちょうど愛梨沙もＢＳ２の部屋から出てきた。疲れた顔をしているし、バッグも持っていない。彼女はまだ仕事を終えていないようだ。

「あ、真由。お疲れ～」

「お疲れさま。愛梨沙は残業？」

「うん。ちょっとトラブってて、今日は遅くなりそう」

「そっか。大変だね」

　私は愛梨沙の休憩に付き合うことにして、一緒にコーヒーを買いラウンジのソファーに座った。

　愛梨沙が担当している顧客は日本有数の自動車メーカーなので、ちょっとのトラブルが会社を揺るがすほどの大きな損失につながる。守秘義務があるため詳しくは聞けないが、とても大きなプレッシャーと戦っていることだろう。

「ねぇ、真由。もう平気？」

　なにが？　なんて聞かなくても、失恋のことだとわかる。私のあまりの落ち込みぶりに、愛梨沙はちょっと責任を感じているようだった。

「うん、もう落ち着いてる。心配かけてごめんね」

　そう言って笑顔を見せると、彼女は安堵の表情を浮かべた。

　彼の誕生日でモヤモヤしているけれど、今が正念場の彼女に余計な心配はかけたくないので、黙っておいたほうがいいだろう。






　愛梨沙と別れ、三田線へ。帰宅ラッシュで混んでいる電車に体をねじ込み、つり革を掴む。

　睦実は今日も残業だろうか。それとも、誕生日だから定時で退勤しただろうか。誰かと誕生日デートの予定とか、あったりするのだろうか。

　睦実のことを考え始めると止まらない。涙は涸れたけれど、彼への恋心はなかなか消えてくれない。

　今日のうちに仕事のメールを打つ用事があれば、文面にさりげなく「お誕生日おめでとうございます」くらい入れられたのに、その機会もなかった。

　電車はいつの間にか地下を出て東急線に入っている。次は彼の最寄駅だ。

　睦実に会いたい。顔を見たい。姿を見たい。

　駅に到着。扉が開き、人が流れる。

　私は我慢ができなくて、つい足を動かしてしまった。






　我に返ったのは改札を出たときだ。

　足が勝手に睦実のマンションへ向かおうとしていた。

　こんなのストーカーだ。

　そう気づいて足を止める。突然立ち止まったので、私のあとに改札を出た人にぶつかってしまった。

「すみません！」

　慌てて謝り、人の流れから逸れる。ぶつかった人は迷惑そうな顔をして、睦実のマンションと同じ方向へと去っていった。

「なにやってんだろ……バカじゃん、私」

　ホームへ引き返そう。そう思って踵を返す。

　すると、奇跡が起きた。

　すぐそこに、目を丸くした睦実が現れたのだ。

「真由」

　私は夢を見ているのかもしれない。

　名前を呼ばれた気がするが、幻聴かもしれない。

「睦実……？」

　睦実だ。本物だ。おそらく同じ電車の違う車両に乗っていた。

　なんという偶然。もし愛梨沙の休憩に付き合っていなければ、この奇跡は起こり得なかった。

　私が会いたいと願ったから、神さまが叶えてくれたのだろうか。

「真由。どうしてここに？」

「今日、睦実の誕生日だなって思ってたら、無意識にここで電車を降りてたの。別れたのに、ごめん。こんなの気持ち悪いよね……」

　睦実の眉間にしわが寄る。やはり迷惑になってしまったようだ。

「ごめんなさい。ただひと言、おめでとうって言いたかっただけなの。帰るね」

　私が改札に向かって勢いよく一歩踏み出すと、睦実は私の腕を強く引いた。私の体は彼のほうへ向かって回転し、そのまま胸へ飛び込む。懐かしい感覚と温もり、そして大好きな彼独特のにおい。

　彼に抱きしめられていると認識すると、感情よりも先に涙が溢れた。

「帰るな」

「え？」

「帰るなよ……！」

　睦実の声が詰まっている。まさか、睦実も泣いているの？

　確かめようにも、きつく抱きしめられていて動けない。

　ここは駅の改札前。行き交う人々が私たちを見ているけれど、そんなことはどうでもいい。

「会いたかった。誕生日、真由に祝ってほしかった。そう思ってたら、本当に真由がいて……なんだこれ……最高のプレゼントだ」






　私たちは手を繋ぎ、まっしぐらに睦実の自宅マンションへ。

　早くふたりきりになりたい。早く。早く。

　オートロックを解除する手間も、上階にいるエレベーターを待つ時間も、今の私たちには惜しい。

　ようやく彼の部屋の扉が開く。先日別れを告げた玄関を通過し、寝室へ。掛け布団がぐちゃっとよれているベッドにダイブし、全力で抱き合いながら我を忘れてキスを交わす。

　思いきり体重をかけられているが、その重みすら愛しくて嬉しい。

「好きだよ、真由」

　キスの合間に告げられた言葉に、胸が激しく震える。

「私も」と答える前に再び唇が重なる。気持ちが通じ合っているのはもうわかっている。けれど、私だって言葉に出して堂々と伝えたいのに。

　いつも私を手のひらの上で転がすように甘やかす睦実が、こんなにも必死になっているのを見るのは初めてだ。

　互いの吐息と体が熱い。整った顔が歪む様が、体の芯にグッとくる。

　玄関からここまでのどこにバッグを放ったかは覚えていない。玄関では靴も揃えていないし、それどころか、片方は慌てて脱いだ勢いで廊下のどこかに転がっていったと思う。

　こんな態勢では服がしわになる。髪型だってすでにぐちゃぐちゃだ。

　でも、そんなのはもう全部あとでいい。今はとにかく愛し合いたい。

「早く、私を睦実のものにして」

　こんなドラマみたいなセリフを、自分から口に出す日が来るとは思わなかった。狙ったわけではなく、自然と出ていったのだから自分でも驚いた。

　これが本当のワガママなのかもしれない。

「あんま煽んないで。優しくできなくなる」

「優しくなんてしなくていいから、早く――」

　早く睦実が私のものであると、感じさせて。






　服も中途半端にしか脱がずに、雑で行儀の悪い、だけどとても情熱的なセックスをした。感情と体力に任せて気が済むまで求め合ったから、お互いの服も髪も、それはもうとんでもないことになっている。

　今は自分の惨状を忘れることにして、睦実に促されるまま彼の腕を枕にした。彼の白シャツにファンデーションが移りそうだが、気にするのはやめた。

　お互いの心臓が、まだ早鐘を打っている。

「ねぇ、真由」

「なに？」

「俺と、本気の恋愛をしよう」

　あの日と同じ言い方だ。ただしここは電車の中ではなく、彼のベッド。

「遊び、じゃなくて？」

　私が首元でクスクス笑うと、彼はくすぐったそうに軽く肩をすぼめた。

「遊びなんかじゃ、もう満足できないだろ」

　私の額にキスをして、乱れた髪を整えるように撫でる。さっきまでの荒々しさが嘘のように優しい。

「本気の恋愛って、具体的になにをすればいいの？」

「本気なんだから、存分に愛し合えばいいよ。会いたいときに会って、ヤリたいときにヤって、お腹が空いたら飯を食おう。真由はしたいことをしたいと言って。俺は全力でそれに応えるし、できないときは謝る」

「そんなの、今までと変わらないじゃん」

「そうだよ。変わらないんだよ」

　私たちはこれまでだって、お互いを尊重し、いたわり、慈しみ、愛してきた。口で「遊びだ」と言っていただけで、それ以外は至極まっとうな恋愛をしていたのだ。

　私たちの間に絆や愛が芽生え、育まれている気がしていたのは、私の自惚れではなかった。

「意識的に真由を大切にしているうちに、本当に大切になってた。でも遊び前提で始めた関係だったから、そうとは言い出せなかったんだ。まじめな真由は、俺のことなんて好きにはならないだろうと思ってたし」

「私も同じだよ。いつの間にか本気で好きになってたけど、睦実に好きになってもらえる自信がなかった」

　もっと早くお互いが同じ気持ちだとわかっていたら、あんなに苦しい思いをすることも、みっともない姿を職場のみなさんに晒すこともなかったのに。

　気持ちのすれ違いや苦悩も恋愛の醍醐味。悩んだ時期があったからこそ、今の幸せがある。

　……と、いつか思えるようになるだろうか。今はまだ難しい。

「自分が真由に本気になったのを自覚したのは、田所たちと会った日だったな」

「え、嘘。私はあの日、逆に失恋したと思ったんだよ？」

「沖さん……田所の嫁のことを話したから？」

「うん。睦実、しっかり引きずってるみたいだったし」

　佳奈恵さんを見る彼の顔は印象的だった。手帳に彼女の写真を忍ばせていることだって、私は知っている。

　私が睦実と別れる決心をした最大の要因は、彼女への嫉妬だった。

「引きずってはいた。でも気持ちはとっくに真由に向いてたよ」

「え～？」

　にわかには信じられず、疑いの目で見つめる。睦実は眉をハの字にして微笑み、私が尖らせた唇にキスをした。

「弱音を吐いたダサい俺に『なんでもしてあげる』なんて言ってくれんだもん。落ちるしかないだろ。がっちり心掴まれて、それからはもうずっと必死」

「そうだったの？　全然覚えがないや」

「そのあとすぐに真由が素っ気なくなって、会えなくなったからなぁ。待ち伏せしてやっと会えたと思ったら振られるし、ＤＴＩに行っても会えないし。今日の今日までずっとヘコんでたんだぞ」

「それは……ごめん。なんかいろいろ、タイミング悪かったみたい」

　だけど私だって、仕事に支障が出るレベルで落ち込んでいた。痛み分けということにしてほしい。

　大人の恋愛は、あまり気持ちを言葉にしないほうがいいのだと思っていた。表情や行動、連絡の頻度やタイミング、メッセージの言葉。それらから機微を感じ取り、出会いから別れまでをスマートかつスムーズに行うべきなのだと。大人はただでさえ仕事で疲れているのだから、相手を煩わせないことがいたわることになるのだと。

　だけどそんなの、大人がカッコつけたいだけで、気持ちを上手に表現することができない言い訳だ。

　大人ぶって自己完結しようとすればすれ違いをこじらせることを、私は身をもって理解した。

　だから私は、しっかり伝えたい。

「睦実、大好きだよ。肩肘張って尖りがちな私に、甘える幸せを教えてくれてありがとう」

　言いながら、ちょっと涙ぐんでしまった。

　睦実と恋愛を始めて以来、私は以前より表情が豊かになったような気がする。これも練習の成果だろうか。

「もっと甘えて。もちろん、俺だけに」

「そんなこと言われたら、調子に乗ってたくさんワガママ言っちゃいそう」

「むしろ本望。男はね、惚れた女に振り回されたい生き物なんだ」

　睦実はまるで忠誠を誓う騎士のように私の手を取って口付けた。明るい茶色の透き通った瞳が、期待するように私だけを見つめている。

　それじゃあ、存分にワガママを言わせていただこう。

　女は惚れた男に甘やかされたい生き物なのだと、気づかせてくれた彼のために。

「私、お腹空いた」

「俺も。まだ食ってなかったもんな。なんか食いに行くか。なにがいい？」

「気分的にはお寿司」

「いいね。この間食べそびれたし」

「あと、睦実の誕生日ケーキも」

「この時間にやってるケーキ屋、あったかなぁ。とりあえず服着て出かけようか」

「うん！」
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　七月中旬。梅雨が明け、本格的に夏が来た。

　都内は連日三十五度超え。直射日光とビルやアスファルトからの照り返しもあり、猛烈に暑い。

　今日はこれから猛暑の中、睦実が我が社に来る予定だ。私は涼しいミーティングルームで、野田と打ち合わせの準備をしている。

「渡瀬さんとは順調？」

　野田が何気ない感じで尋ねてきた。ＤＴＩ社員で私が睦実と付き合っているのを知っているのは、今のところ彼と愛梨沙だけである。

「おかげさまでラブラブだよ」

　野田は愛梨沙以上に、自分が別れのきっかけを作ったことを気にしている。当時の私のあまりの落ち込みっぷりを見て、ずいぶん気を揉んだようだ。

　雨降って地が固まった私たちは特に恨んだりしていないので、近々そんな彼を誘って三人で飲みに行こうかと、睦実と話している。

　野田に言った通り、睦実とは順調そのもの。今月の初めにはうちの家族に彼を紹介した。

　母と妹が美形の彼をいたく気に入って、次はいつ来るのかとうるさい。

　気になっていた佳奈恵さんの写真は、彼女が産休に入る前に社内のイベントで撮った写真をもらっただけで深い意味はないと聞き、納得している。改めて現物を見せてもらったけれど、佳奈恵さん以外にも睦実、田所さん、私の知らない社員さんが写っており、笑顔溢れるいい写真だった。

　田所家には、先日めでたく元気な女の子が誕生した。佳奈恵さんと赤ちゃんが落ち着いたら、私も睦実と会いに行く予定だ。もちろん、一緒に選んだ出産祝いを持って。

「あ、そうそう。こないだライフワンに行ったとき、よく話す人から聞いたんだけどさ」

「なにを？」

　野田はニヤリと口角を上げ、妖しい笑みを浮かべた。

「渡瀬さん最近、彼女の尻に敷かれて嬉しそうにしてるらしいぞ」

「え、ちょっと待って。誰が尻に敷いてるって――」

「おっ。もうそろそろ渡瀬さんが着く時間だな。出迎えよろしく」

「もう！」

　彼がドＭの変態みたいに言われているのは納得がいかないけれど、自ら私のワガママに振り回されたいと志願しているのは事実である。

　睦実のことだ。どうせライフワン社内でもモテているのだろうし、女よけになってちょうどいいと思うことにしよう。






　ビジターカードを持ち、エントランスへ。

　しばらく待っていると、睦実がこちらへ歩いてきているのがガラス越しに見えた。夏の強い日差しに容赦なく照らされ、暑そうに顔を歪めている。

　周囲には他にも似たようなクールビズスタイルの男性が行き交っているが、私には彼ひとりが輝いて見える。

　彼が私に気づいた。暑さで険しかった顔がほころぶ。そんな彼を見て、改めて好きだなぁと思った。

「お待ちしておりました。暑い中ご足労いただいて、ありがとうございます」

「こちらこそ、いつもわざわざお出迎えありがとうございます」

　いったんビジネスライクに挨拶を交わし、ふふふと笑う。

　以前よりミーティングルームへ向かう足取りがゆっくりになったのは暑いからであって、決してふたりの時間を少しでも延ばしたいからという不謹慎な理由ではない……ということにしておいてほしい。

「睦実、今日は何時に仕事上がれそう？」

「今日の打ち合わせ次第かな。遅くなるかも」

「そっか。睦実のとこにお邪魔したい気分だったんだけど、やめとこうかな」

「できるだけ早く上がる！　部屋で待ってて！」

　練習の甲斐あって、だんだん睦実が喜ぶワガママの言い方がわかってきた。仕事を絡めると特に燃えるようで、今日のように彼がＤＴＩに来た日は、絶好のワガママチャンスになっている。

　睦実は今日、会社に戻るなり、私のために急いで仕事を片付けようとするのだろう。そしてそんな彼を見た周りの社員たちがまた、〝渡瀬が彼女の尻に敷かれている〟と噂する。

「ぷっ……クスクス」

「え、なに？　どうしたの？」

「ううん、なんでもない」

　ふと壁に設置された鏡が目に入った。自分の顔が緩んでいることに気づき、意識的に引き締める。

　この分だと、きっと私も〝先月泣き腫らしていた藤崎が、最近は浮かれている〟などと噂されていることだろう。

　恋愛とは、本人たちが幸せであるほど、はたから見れば滑稽であるものなのかもしれない。
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